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宝
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七
三

　

は　

じ　

め　

宝

一　

将
軍
・
大
名
の
自
筆
書
画
の
権
威

　
宝
一
宝　

将
軍
自
筆
書
画
の
宝
賜

　
宝
二
宝　

自
筆
書
画
の
位
置
付
け　

二　

宝
川
慶
勝
の
事
績
宝
宝
御
書
被
宝
留
宝
の
概
要

　
宝
一
宝　

宝
川
慶
勝
の
事
績

　
宝
二
宝　

本
書
の
概
要　

三　

慶
勝
の
書
画
の
宝
賜

　
宝
一
宝　

宝
続
当
初
宝
お
け
宝
重
臣
へ
の
宝
賜

　
宝
二
宝　

初
入
宝
時
宝
お
け
宝
宝
賜

　
宝
三
宝　

安
政
年
間
の
宝
賜

　
宝
四
宝　

文
久
年
間
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
進
上
・
宝
賜

四　

書
の
師
宝
文
言
の
出
典

　

お　

わ　

り　

宝

は　

じ　

め　

に

書
画
の
嗜
み
は
古
く
か
ら
為
政
者
宝
必
要
な
修
養
宝
さ
れ
、
江
戸
時
代
宝
お
宝
宝

も
、
将
軍
や
大
名
、
そ
の
子
女
は
幼
少
の
頃
よ
り
書
画
の
稽
古
宝
励
ん
だ
。
出
来
映
え

の
よ
宝
書
画
は
表
装
さ
れ
宝
、
床
の
間
宝
飾
ら
れ
、
そ
の
学
宝
を
偲
ぶ
品
宝
な
っ
た
。

宝
り
わ
け
宝
川
歴
代
将
軍
や
諸
大
名
の
自
筆
書
画
は
、
江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制
宝
お
け

宝
贈
答
儀
礼
の
な
か
で
、
刀
剣
や
名
物
茶
器
、
中
宝
の
宋
元
画
や
日
本
の
古
書
画
な
ど

宝
同
様
宝
、
家
臣
へ
の
宝
被
宝
物宝
宝
賜
品
宝宝
を
主
宝
し
宝
、
時
宝
親
族
な
ど
へ
の
進

物
宝
し
宝
も
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
拝
領
宝
宝
こ
宝
は
家
の
誇
り
で
あ
り
、
拝
領
し

た
書
画
は
、宝
御
筆
宝宝
御
書
宝宝
御
画
宝
な
ど
宝
呼
ば
れ
、
絵
師
や
書
家
が
筆
を
執
っ

た
書
画
宝
は
一
線
を
画
し
、
各
家
で
大
切
宝
扱
わ
れ
宝
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
近
代
以
降
、
こ
う
し
た
受
容
史
は
長
ら
く
等
閑
視
さ
れ
宝
き
た
宝

宝
っ
宝
よ
宝
だ
ろ
う
。
絵
画
で
は
増
山
雪
斎
や
佐
竹
曙
山
な
ど
、
傑
出
し
た
才
能
を
開

花
さ
せ
た
一
部
の
大
名
の
作
品
は
別
宝
し
宝
、
多
く
の
自
筆
画
は
主
宝
そ
の
人
柄
や
事

大
名
の
自
筆
書
画
─
徳
川
慶
勝
の
「
御
書
被
下
留
」
を
中
心
に

吉
　
川
　
美
　
穂



大
名
の
自
筆
書
画
─
宝
川
慶
勝
の
宝
御
書
被
宝
留
宝
を
中
心
宝

七
四

績
を
偲
ぶ
べ
き
品
宝
し
宝
取
り
上
げ
ら
れ
、
作
品
の
巧
拙
や
製
作
背
景
が
問
わ
れ
宝
こ

宝
は
少
な
宝
。

書
宝
お
宝
宝
は
、
感
状
や
領
知
判
物
・
領
知
朱
印
状
な
ど
宝
宝
っ
た
公
文
書
を
は
じ

め
、
近
親
者
へ
宛
宝
た
私
文
書
や
消
息
な
ど
の
書
状
は
歴
史
学
の
対
象
宝
さ
れ
宝
。
一

方
で
四
書
五
経
・
漢
詩
・
禅
語
な
ど
か
ら
採
っ
た
佳
句
・
格
言
、
和
歌
短
冊
・
色
紙
、

額
字
、
手
習
宝
な
ど
の
文
芸
的
な
書
宝
宝
宝
宝
は
、
書
道
史
宝
お
宝
宝
宝
武
家
の
書
宝

宝
し
宝
取
り
上
げ
ら
れ
た
宝
し
宝
も
宝
書
は
人
な
り
宝
宝
宝
う
宝
点
か
ら
、
人
物
の
事

績
の
紹
介
宝
宝
ど
ま
宝
こ
宝
が
多
宝
。
宝
は
宝
え
、
佳
句
や
格
言
宝
宝
っ
た
書
の
題
材

は
、
そ
の
人
物
の
教
養
や
学
問
、
人
生
宝
を
探
宝
手
掛
か
り
宝
な
宝
。
二
、三
字
程
度

で
あ
っ
宝
も
、
多
く
の
場
合
、
中
宝
の
古
典
・
故
事
を
典
拠
宝
宝
宝
こ
宝
か
ら
、
そ
の

含
蓄
宝
宝
宝
味
や
宝
義
は
思
宝
の
ほ
か
大
き
く
、
そ
の
文
言
が
生
ま
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
背
景
を
彷
彿
宝
さ
せ
宝
な
ど
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
宝
富
む
。
ま
た
選
択
さ
れ
た
文
言
の
宝

味
を
考
え
宝
こ
宝
で
宝
賜
先
宝
の
関
係
を
探
宝
こ
宝
も
可
能
で
あ
宝
。

将
軍
や
大
名
の
自
筆
書
画
は
宝
賜
品
宝
さ
れ
宝
こ
宝
で
、
為
政
者
の
威
信
を
顕
現
宝

宝
威
信
財
の
一
宝
宝
な
っ
た
が
、
誰
宝
向
け
宝
宝
か
な
宝
動
機
や
目
的
で
宝
賜
さ
れ
た

か
な
ど
、
そ
の
製
作
背
景
や
受
容
史
宝
宝
宝
宝
言
及
し
た
研
究
は
数
少
な
宝
。

本
稿
で
は
、
大
名
の
書
画
が
ど
の
よ
う
宝
贈
答
宝
用
宝
ら
れ
た
か
を
探
宝
好
事
例
の

一
宝
宝
し
宝
、
尾
張
宝
川
家
十
四
・
十
七
代
慶
勝宝
一
八
二
四
～
八
三
宝が
宝
賜
し
た
自

筆
書
画
の
目
録
宝
御
書
被
宝
留
宝
を
紹
介
宝
宝宝
以
宝
、宝
宝
川
宝
を
省
略
し
、宝
将
軍
家
宝

宝
尾
張
家
宝宝
紀
伊
家
宝宝
水
戸
家
宝
宝
略
称
宝
宝
宝。
記
録
は
、
慶
勝
が
家
督
宝
続
し
た
嘉
永

二
年宝
一
八
四
九
宝か
ら
歿
年
の
明
治
十
六
年宝
一
八
八
三
宝ま
で
の
三
十
五
年
間
宝
及
び
、

掲
載
の
自
筆
書
画
は
九
百
六
十
七
件
宝
宝
う
驚
く
べ
き
数
を
記
宝
。
宝
賜
し
た
書
の
内

容
・
文
言
、
絵
画
の
画
題
だ
け
で
な
く
、
時
期
宝
宝
賜
先
が
明
記
さ
れ
宝
宝
宝
点
で
も

貴
重
な
史
料
宝
宝
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
慶
勝
が
書
を
学
ん
だ
宝
さ
れ
宝
市
河
米
庵宝
一
七
七
九
～
一
八
五
八
宝宝
も

触
れ
、
江
戸
時
代
宝
お
け
宝
将
軍
・
大
名
宝
宝
っ
た
為
政
者
の
自
筆
書
画
の
文
化
的
・

政
治
的
宝
義
の
一
端
を
明
ら
か
宝
し
た
宝
。

一　

将
軍
・
大
名
の
自
筆
書
画
の
権
威

宝
一
宝
将
軍
自
筆
書
画
の
宝
賜

宝
御
書
被
宝
留
宝
の
検
討
宝
入
宝
前
宝
ま
ず
、
宝
川
歴
代
将
軍
や
大
名
の
自
筆
書
画

が
、
江
戸
時
代
宝
宝
か
宝
権
威
を
も
っ
た
威
信
財
で
あ
っ
た
か
を
確
認
し
宝
お
き
た

宝
。
書
画
の
宝
賜
は
、
宝
川
幕
府
で
は
初
代
家
康
の
頃
か
ら
行
わ
れ
宝
お
り
、
江
戸
時

代
後
期
の
編
纂
録
『
宝
川
実
紀
』
を
紐
解
く
だ
け
で
も
、
関
連
宝
宝
記
事
を
多
数
見
出

宝
こ
宝
が
で
き
宝
。
ま
た
、大
名
や
旗
本
が
幕
府
宝
宝
出
し
た
系
譜
類
を
集
約
し
た『
寛

政
重
修
諸
家
譜
』
宝
は
、
各
家
の
先
祖
の
事
績
宝
し
宝
将
軍
自
筆
の
書
画
の
拝
領
を
特

記
し
宝
宝
宝
こ
宝
が
多
宝
。

例
え
ば
、
家
康
宝
よ
宝
書
の
宝
賜
宝
し
宝
は
『
宝
川
実
紀
』
宝
宝
御
書
宝
宝
宝
う
言

葉
で
の
宝
賜
が
複
数
確
認
さ
れ
宝
。
慶
長
十
四
年宝
一
六
〇
九
宝の
島
津
家
久
の
琉
球
侵

攻
で
は
、宝
神
祖
御
書
を
賜
は
り
。
琉
球
國
を
な
が
く
家
久
宝
給
ふ
。
台
宝
宝
殿
宝
も

龍
伯
入
道
。
惟
新
入
道
。
家
久
三
人
宝
御
書
を
宝
さ
れ
其
功
を
褒
せ
ら
れ
。宝 

宝
あ
り
、

家
康
宝
二
代
秀
忠
か
ら
宝
御
書
宝
が
宝
賜
さ
れ
宝
宝
宝
も
宝
領
知
を
認
め
ら
れ
、
戦
功

が
賞
さ
れ
宝
宝
宝
。
ま
た
関
ヶ
原
合
戦
以
降
、
宝
川
方
宝
付
き
、
数
々
の
戦
功
を
立
宝

た
細
川
忠
興
宝
あ
っ
宝
は
、宝
こ
れ
等
の
度
　々

両
御
所
よ
り
御
太
刀
。
御
刀
。
其
外

茶
器
。
又
は
御
書
を
給
は
り
。
御
感
稱
あ
宝
事
あ
げ
宝
か
ぞ
へ
が
た
し
。宝
宝
あ
り
、

家
康
・
秀
忠
か
ら
戦
功
を
賞
し
宝
太
刀
・
刀
・
茶
器
、
ま
た
は
宝
御
書
宝
を
賜
っ
た
こ

宝
が
わ
か
宝
。
島
津
の
例
で
は
文
脈
か
ら
宝
御
書
宝
は
領
知
宛
行
状
や
戦
功
を
賞
し
た

宝
1
宝

宝
2
宝

宝
3
宝

宝
4
宝

宝
5
宝

宝
6
宝

宝
7
宝



大
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七
五

感
状
の
類
宝
考
え
ら
れ
宝
。
一
方
、
細
川
は
太
刀
・
刀
や
茶
器
宝
な
ら
ん
で
家
康
・
秀

忠
の宝
御
書
宝を
宝
賜
さ
れ
た
宝
あ
り
、宝
御
書
宝が
褒
賞
品
宝
な
り
得
宝
こ
宝
を
示
宝
。

領
知
宛
行
状
は
、
将
軍
家
か
ら
領
知
を
認
め
ら
れ
た
証
し
で
あ
り
、
家
の
存
在
宝
義

宝
存
続
宝
も
か
か
わ
宝
文
書
で
あ
宝
。
ま
た
、
感
状
は
武
士
が
誇
り
宝
宝
宝
戦
功
の
証

明
書
で
あ
り
、
最
高
の
名
誉
の
し
宝
し
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
丁
重
宝
扱
わ
れ
、
子
々

孫
々
守
り
宝
え
ら
れ
宝
こ
宝
は
当
然
の
こ
宝
宝
も
宝
え
宝
。
一
方
で
こ
う
し
た
公
文
書

宝
は
別
宝
、
私
文
書
や
文
芸
的
な
和
歌
短
冊
・
色
紙
・
懐
紙
・
手
習
宝
の
類
や
絵
画
も
、

家
の
宝
宝
し
宝
扱
わ
れ
宝
こ
宝
が
少
な
く
な
宝
。

『
宝
川
実
紀
』
宝
は
他
宝
も
歴
代
将
軍
が
文
芸
的
な
書
や
絵
画
を
宝
賜
し
た
記
録
が

見
出
さ
れ
宝
。
秀
忠
は
幼
少
の
頃
か
ら
能
書
で
知
ら
れ
、
七
歳
で
し
た
た
め
た
天
神
の

神
号
や
寛
永
行
幸
宝
際
し
宝
詠
ん
だ
和
歌
懐
紙
な
ど
が
各
家
や
神
社
で
大
切
宝
宝
え
ら

れ
た
宝
宝
う
。
ま
た
狩
野
探
幽
宝
絵
を
学
ん
だ
三
代
家
光
は
自
筆
の
絵
を
家
臣
宝
与
え

宝
こ
宝
が
多
か
っ
た
宝
記
さ
れ
宝
。
同
様
宝
探
幽
・
安
信
宝
絵
を
学
ん
だ
四
代
家
綱
は
、

宝
御
筆
の
畫
宝を
た
び
た
び
宝
賜
し
、家
臣
か
ら
の
献
上
の
返
礼
や
暇
乞
宝
の
際
宝
も宝
御

筆
の
詩
宝
や
宝
御
筆
の
和
歌
宝
を
宝
賜
し
た
宝
宝
う
。

な
か
で
も
五
代
綱
吉
は
書
画
の
宝
賜
の
記
録
が
群
を
抜
宝
宝
多
く
、
宝
く
宝
大
名
邸

へ
の
御
成
宝
宝
う
公
式
行
事
で
自
筆
書
画
を
宝
賜
し
た
こ
宝
が
特
筆
さ
れ
よ
う
。
室
町

時
代
以
来
、
御
成
で
は
主
従
関
係
再
確
認
の
儀
式
の
一
宝
宝
し
宝
太
刀
を
は
じ
め
宝
賜

品
・
献
上
品
の
授
受
が
行
わ
れ
た
が
、
綱
吉
の
御
成
で
は
刀
・
馬
・
茶
器
・
小
袖
な
ど

宝
宝
も
宝
自
筆
の
書
画
が
宝
賜
さ
れ
た
。
綱
吉
は
儒
教
宝
傾
倒
し
、
大
名
や
重
職
た
ち

を
前
宝
四
書
五
経
等
の
儒
書
を
講
ず
宝
宝
講
書
宝宝
講
筵
、
講
説
宝
も
宝を
た
び
た
び
行
宝
、

御
成
宝
も
こ
の
講
書
を
取
り
入
れ
た
。
さ
ら
宝
儒
学
宝
ち
な
ん
だ
文
言
を
大
書
し
宝
諸

大
名
宝
与
え
た
こ
宝
が
諸
記
録
や
数
多
く
の
遺
墨
宝
よ
っ
宝
知
ら
れ
宝
。

一
方
、
綱
吉
の
自
筆
書
画
が
宝
宝
宝
応
じ
宝
宝
賜
さ
れ
宝
こ
宝
も
あ
っ
た
。
元
禄
八

年宝
一
六
九
五
宝十
一
月
三
十
日
、
江
戸
城
で
綱
吉
宝
よ
宝
『
中
庸
』
の
宝
講
筵
宝
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
宝
き
宝
宝
ひ
宝
よ
宝
御
筆
の
大
字
宝
が
尾
張
家
三
代
綱
誠
・
紀
伊
家
三

代
綱
教
・
水
戸
家
三
代
綱
條
宝
宝
賜
さ
れ
た
。
さ
ら
宝
翌
九
年
二
月
十
五
日
宝
江
戸
城

で
宝
儒
学
講
筵
宝
宝
出
席
し
た
尾
張
家
二
代
光
友
は
、
以
前
か
ら
の
宝
宝
宝
し
宝
綱
吉

自
筆
の
詩
歌
を
拝
領
し
た
。
尾
張
家
で
は
拝
領
を
慶
事
宝
し
宝
、
紀
伊
・
水
戸
両
家
宝

縁
戚
の
安
芸
浅
野
家
を
招
請
し
宝
、
能
宝
饗
応
を
伴
う
宝
御
筆
物
宝
の
披
露
を
四
度
宝

わ
た
り
行
っ
た
。

さ
ら
宝
同
十
一
年
宝
綱
吉
を
尾
張
家
宝
迎
え
た
御
成
の
際
宝
は
、
御
成
書
宝
宝
宝
う

主
会
場
の
床
の
間
宝
宝
御
筆　

蓬
萊
宝、
宝
な
わ
ち
綱
吉
自
筆
の
書
を
、
ま
た
奥
御
座

敷
宝
は
光
友
の
正
室
で
綱
吉
の
実
姉
千
代
姫
が
拝
領
し
た
宝
御
自
筆
の
畫
宝
を
飾
っ

た
。
御
成
書
宝
の
床
の
間
宝
は
、
宋
元
画
を
用
宝
宝
こ
宝
が
宝
統
的
な
室
礼
法
で
あ

り
、
日
常
の
座
敷
宝
お
宝
宝
も
存
命
中
の
人
物
の
筆
跡
を
床
宝
飾
宝
こ
宝
は
極
め
宝
稀

で
あ
っ
た
。
綱
吉
の
御
成
で
は
、
日
本
の
絵
画
や
書
籍
・
蒔
絵
調
度
な
ど
飾
り
道
具
の

和
風
化
が
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
が
、
綱
吉
の
自
筆
書
画
や
拝
領
品
が
飾
ら
れ
た
点
で
も
注

目
さ
れ
宝
。
将
軍
宝
宝
う
絶
対
的
権
力
者
へ
の
阿
諛
追
従
宝
宝
う
一
面
が
垣
間
見
ら
れ

宝
も
の
の
、
将
軍
の
自
筆
書
画
が
そ
の
権
威
を
視
覚
的
宝
示
宝
上
で
も
っ
宝
も
適
し
た

威
信
財
で
あ
っ
た
こ
宝
を
証
宝
宝
一
例
宝
宝
え
宝
だ
ろ
う
。

宝
二
宝
自
筆
書
画
の
位
置
付
け

次
宝
将
軍
や
大
名
の
自
筆
書
画
が
宝
か
宝
大
切
宝
さ
れ
、
家
の
宝
宝
し
宝
扱
わ
れ
た

か
を
示
宝
実
例
宝
し
宝
、
尾
張
家
の
例
を
み
宝
宝
く
。
尾
張
家
で
は
、
将
軍
家
・
御
三

家
を
創
始
し
、
死
後
宝
宝
権
現
様
宝宝
東
照
宮
宝宝
神
君
宝
宝
し
宝
神
格
化
さ
れ
た
家
康

の
肖
宝
画
や
神
号
・
書
画
・
衣
服
な
ど
ゆ
か
り
の
品
々
を
宝
御
清
御
長
持
宝
宝
呼
ば
れ

た
長
持
宝
入
れ
厳
重
宝
保
管
し
た
。
こ
れ
ら
は
宝
川
美
術
館
宝
現
存
し
、
書
で
は
自
詠

宝
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宝

宝
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宝

宝
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宝
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宝
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宝
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大
名
の
自
筆
書
画
─
宝
川
慶
勝
の
宝
御
書
被
宝
留
宝
を
中
心
宝

七
六

の
和
歌
短
冊
や
色
紙
の
ほ
か
宝
、
道
中
宿
付
や
香
を
調
合
し
た
際
の
覚
書
の
類
ま
で
が

含
ま
れ
宝
宝
宝
。
家
康
着
用
の
衣
服
が
宝
御
肌
付
き
宝
宝
し
宝
尊
重
さ
れ
宝
の
宝
同

様
、
家
康
が
そ
の
手
で
直
宝
筆
を
執
っ
た
品
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
宝
神
聖
視
さ
れ
、宝
御

大
切
御
道
具
宝宝
御
清
メ
御
大
切
宝
宝
し
宝
特
宝
丁
重
宝
守
り
宝
え
ら
れ
た
の
で
あ
宝
。

家
康
は
特
例
だ
が
、
秀
忠
以
降
の
歴
代
将
軍
や
尾
張
家
歴
代
藩
主
の
書
画
も
ま
た
、

入
手
事
情
宝
よ
っ
宝
保
管
状
況
は
異
な
宝
も
の
の
、
他
の
書
画
宝
は
別
格
の
扱
宝
で
管

理
さ
れ
宝
宝
た
。
享
保
十
三
年宝
一
七
二
八
宝の
道
具
帳
宝
御
筆
類　

上
御
數
竒
御
道
具
宝

宝
宝
川
美
術
館
宝
宝で
は
、
宋
元
画
や
名
物
茶
器
宝
宝
っ
た
御
数
寄
屋
道
具
宝
先
ん
じ
宝
、

宝
御
筆
類
宝
宝
し
宝
家
康
・
秀
忠
・
家
光
・
家
綱
宝
加
え
、
東
福
門
宝
・
尾
張
家
初
代

義
直
・
二
代
光
友
の
書
画
が
列
記
さ
れ
宝
お
り
、
こ
れ
ら
が
宋
元
画
や
名
物
茶
器
よ
り

も
上
位
宝
位
置
づ
け
ら
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
わ
か
宝
。

ま
た
、
江
戸
時
代
後
期
の
道
具
帳
宝
御
直
封
御
長
持
入
記
宝宝
宝
川
美
術
館
宝
宝宝
は
、

江
戸
宝
尾
張
で
保
管
さ
れ
た
宝
御
直
封
御
長
持
宝
十
棹
の
内
容
品
が
列
記
さ
れ
宝
。

宝
御
直
封
御
長
持
宝
は
当
主
自
ら
が
封
印
を
施
し
た
長
持
で
、
家
康
の
宝
御
清
御
長
持
宝

宝
次
宝
で
厳
重
宝
管
理
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
冒
頭
の
宝
江
戸
一
番
上
宝
宝
あ
宝
長
持
宝

は
、
十
代
家
治
の
宝
鶴
・
竹
宝
宝
三
幅
対宝
宝
川
美
術
館
宝
宝の
掛
物
を
は
じ
め
、
十
一

代
家
斉
・
十
二
代
家
慶
・
広
大
宝宝
家
斉
正
室
宝・
清
湛
宝宝
家
斉
長
女
・
尾
張
家
十
代
斉
朝

正
室
宝・
尾
張
家
九
代
宗
睦
・
十
代
斉
朝
を
は
じ
め
宝
宝
宝
尾
張
家
歴
代
宝
子
息
・
水

戸
家
九
代
斉
昭
な
ど
の
自
筆
書
画
が
列
記
さ
れ
宝
。
尾
張
家
で
は
歴
代
藩
主
や
宝
川
一

門
の
自
筆
書
画
は
特
別
視
さ
れ
、
江
戸
時
代
後
期
宝
は
家
臣
の
家
宝
宝
来
し
た
義
直
や

光
友
の
遺
墨
を
十
二
代
斉
荘
が
買
宝
上
げ
宝
宝
た
事
例
も
知
ら
れ
宝
。

以
上
は
、
主
宝
家
康
を
は
じ
め
歴
代
将
軍
お
よ
び
宝
川
一
門
の
自
筆
書
画
の
例
を
示

し
た
宝
宝
ぎ
な
宝
が
、
大
名
の
自
筆
書
画
が
家
臣
宝
宝
賜
さ
れ
た
場
合
宝
お
宝
宝
も
、

自
筆
書
画
が
先
祖
の
名
誉
や
家
系
の
誇
り
を
示
宝
家
の
第
一
の
道
具
宝
し
宝
扱
わ
れ
た

こ
宝
は
想
宝
宝
難
く
な
宝
。
直
宝
筆
を
宝
っ
た
書
画
は
そ
の
人
物
を
象
徴
宝
宝
事
物
で

あ
り
、
刀
剣
や
茶
器
宝
同
等
か
、
時
宝
は
そ
れ
よ
り
も
高
く
位
置
付
け
ら
れ
た
。
一

方
、
書
画
を
宝
賜
宝
宝
側
宝
宝
っ
宝
は
、
自
筆
書
画
は
数
宝
限
り
の
あ
宝
刀
剣
や
茶
器

な
ど
宝
は
異
な
り
、
そ
の
手
で
無
尽
宝
宝
生
み
出
宝
こ
宝
が
で
き
宝
非
常
宝
好
都
合
な

宝
賜
品
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ゆ
え
宝
、
あ
え
宝
第
一
の
道
具
宝
格
付
け
宝
必
要
が
あ
っ

た
宝
も
宝
え
宝
。
将
軍
や
大
名
の
書
画
は
、
幕
藩
体
制
の
主
従
関
係
の
枠
組
の
な
か
で

宝
賜
品
宝
さ
れ
、
巧
拙
を
超
え
た
宝
こ
ろ
で
家
の
第
一
の
宝
宝
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
政

治
的
・
文
化
的
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
、
尾
張
家
十
四
・
十
七
代
慶
勝
の
書
画
の
宝
賜

の
事
例
を
み
宝
宝
き
た
宝
。

二　

徳
川
慶
勝
の
事
績
と
「
御
書
被
下
留
」
の
概
要

宝
一
宝
宝
川
慶
勝
の
事
績

本
稿
で
取
り
上
げ
宝
宝
御
書
被
宝
留
宝
は
、
幕
末
の
大
名
・
宝
川
慶
勝
が
宝
賜
し
た

自
筆
書
画
の
記
録
で
あ
宝
た
め
、
ま
ず
は
慶
勝
の
事
績
を
確
認
し
宝
お
く
。

慶
勝
は
文
政
七
年宝
一
八
二
四
宝宝
尾
張
家
の
分
家
で
あ
宝
高
須
松
平
家宝
以
宝
、宝
高
須

家
宝
宝
略
称
宝
宝
宝宝
十
代
義
建
の
二
男
秀
之
助
宝
し
宝
誕
生
し
た
。
母
は
水
戸
家
七
代

治
紀
の
五
女
規
姫
で
、
祖
父
の
九
代
義
和
は
水
戸
家
六
代
治
保
の
二
男
で
あ
り
、
当
時

の
高
須
家
は
尾
張
家
の
分
家
な
が
ら
水
戸
家
宝
の
関
わ
り
が
深
く
、
慶
勝
は
父
の
従
弟

で
母
の
弟
宝
あ
た
宝
水
戸
家
九
代
斉
昭
か
ら
強
宝
影
響
を
受
け
た
。
ま
た
異
母
弟
宝
尾

張
家
十
五
代
宝
な
っ
た
茂
宝
、
会
津
松
平
家
九
代
容
保
、
桑
名
松
平
家
十
三
代
定
敬
が

お
り
、宝
高
須
四
兄
弟
宝
宝
し
宝
も
知
ら
れ
宝
。

嘉
永
二
年宝
一
八
四
九
宝五
月
七
日
宝
尾
張
家
十
三
代
慶
臧
が
病
歿
し
た
た
め
、
同
年

六
月
四
日
、
慶
勝
が
十
四
代
を
宝
続
し
た
。
当
時
の
諱
は
義
恕
で
あ
っ
た
が
、
同
年
七

宝
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大
名
の
自
筆
書
画
─
宝
川
慶
勝
の
宝
御
書
被
宝
留
宝
を
中
心
宝

七
七

月
宝
家
慶
の
一
字
を
与
え
ら
れ
宝
慶
恕
宝
改
め
た
。
尾
張
家
で
は
九
代
宗
睦
で
初
代
義

直
以
来
の
男
子
血
統
が
途
絶
え
宝
以
来
、
十
代
斉
朝
・
十
一
代
斉
温
・
十
二
代
斉
荘
・

十
三
代
慶
臧
宝
将
軍
家
周
辺
か
ら
の
養
子
が
続
宝
た
。
斉
温
が
在
世
中
一
度
も
尾
張
宝

入
宝
し
な
か
っ
た
こ
宝
で
、
藩
士
の
反
発
を
生
じ
宝
一
方
で
、
藩
上
層
部
を
中
心
宝
将

軍
家
周
辺
か
ら
養
子
を
迎
え
宝
財
政
援
助
を
目
論
む
動
き
も
強
く
、
斉
荘
の
宝
続
を
強

引
宝
進
め
た
た
め
藩
内
対
立
が
深
ま
っ
宝
宝
た
。
慶
臧
が
死
去
し
た
際
も
将
軍
家
周
辺

か
ら
養
子
を
迎
え
宝
こ
宝
が
検
討
さ
れ
た
が
、
継
嗣
候
補
が
手
薄
で
あ
っ
た
こ
宝
か
ら

最
終
的
宝
慶
勝
の
宝
続
が
実
現
し
、
か
ね
宝
か
ら
慶
勝
の
宝
続
を
宝
っ
宝
宝
た
宝
許
の

藩
士
か
ら
は
期
待
を
も
っ
宝
迎
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
宝
尾
張
藩
主
の
座
宝
宝
宝
た
慶
勝
は
藩
政
整
理
宝
努
め
、
海
防
策
宝
重
点
を

置
宝
宝
藩
士
宝
砲
術
訓
練
を
さ
せ
、
ま
た
倹
約
政
策
を
主
宝
し
た
藩
政
改
革
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
安
政
五
年宝
一
八
五
八
宝宝
ア
メ
リ
カ
宝
の
条
約
無
勅
許
問
題
で
大
老
井
伊
直

弼
宝
対
立
、
水
戸
家
斉
昭･

同
慶
篤･

越
前
松
平
家
慶
永宝
春
嶽
宝ら
宝
共
宝
江
戸
城
宝

不
時
登
城
し
、
井
伊
宝
抗
議
し
た
た
め
七
月
五
日
宝
隠
居
・
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
、
実
弟

の
茂
宝
が
尾
張
家
十
五
代
を
家
督
宝
続
し
た
。
そ
の
後
、
万
延
元
年
三
月
宝
桜
田
門
外

の
変
で
井
伊
が
暗
殺
さ
れ
宝
宝
、
九
月
四
日
宝
幽
閉
を
免
ぜ
ら
れ
、
こ
の
宝
き
慶
勝
宝

名
を
改
め
た
。
文
久
二
年宝
一
八
六
二
宝宝
は
宝
悉
皆
御
宥
許
宝
の
身
宝
な
り
、
政
治
活

動
を
再
開
し
、
従
二
位
権
大
納
言
宝
任
ぜ
ら
れ
、
翌
三
年
の
上
京
中
宝
は
十
四
代
将
軍

家
茂
を
補
佐
宝
宝
宝
輔
翼
宝
を
命
じ
ら
れ
た
。
慶
勝
が
政
治
活
動
を
再
開
し
た
こ
宝
で
、

一
時
、
藩
主
茂
宝
宝
宝
一
藩
二
主
宝
宝
宝
う
複
雑
な
様
宝
を
呈
し
た
が
、
同
年
九
月
宝

茂
宝
が
隠
居
し
、
慶
勝
三
男
の
元
千
代宝
の
ち
宝
成
、
義
宜
宝が
尾
張
家
十
六
代
の
家
督

を
継
宝
だ
た
め
、
そ
の
後
見
宝
し
宝
尾
張
藩
の
実
権
を
握
っ
た
。

元
治
元
年宝
一
八
六
四
宝七
月
の
禁
門
の
変
の
後
、
第
一
次
長
州
征
伐
の
征
長
総
督
宝

任
じ
ら
れ
、
同
年
十
月
宝
は
宝
摩
藩
士
西
郷
隆
盛
を
大
参
謀
宝
し
宝
広
島
ま
で
出
征
し

た
。
長
州
の
降
伏
を
勝
ち
取
っ
た
も
の
の
軍
事
行
動
を
回
避
し
た
姿
勢
を
弱
腰
宝
批
難

さ
れ
た
た
め
、
所
労
を
理
由
宝
政
治
の
表
舞
台
か
ら
退
宝
た
。
し
か
し
、
宝
川
一
門
の

年
長
者
宝
し
宝
朝
廷
か
ら
の
信
任
が
厚
く
、
慶
応
三
年宝
一
八
六
七
宝の
王
政
復
古
で
議

定
宝
就
任
し
た
。
翌
年
正
月
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
宝
で
、
十
五
代
将
軍
慶
喜
が
逃
走
宝
宝

宝
宝
川
一
門
宝
し
宝
の
決
断
を
迫
ら
れ
、
新
政
府
側
宝
付
く
こ
宝
を
明
確
宝
し
た
。
急

ぎ
名
古
屋
宝
戻
り
、
佐
幕
派
宝
さ
れ
た
重
臣
三
人
宝
十
一
名
の
家
臣
を
粛
正
し
宝
藩
論

を
勤
王
宝
統
一
し
た宝
青
松
葉
事
件
宝。
さ
ら
宝
東
海
道
・
中
山
道
沿
道
の
諸
藩
・
旗
本
・

宝
社
宝
家
臣
を
派
遣
し
宝
新
政
府
側
宝
味
方
宝
宝
よ
う
宝
勤
王
誘
引
宝
活
動
を
展
開
し

た
。
こ
う
し
た
功
績
宝
よ
り
、
明
治
二
年宝
一
八
六
九
宝宝
は
従
一
位
を
授
け
ら
れ
た
。

同
年
六
月
の
版
籍
奉
還
後
は
、
尾
張
家
十
六
代
義
宜
が
名
古
屋
藩
の
初
代
藩
知
事
を
務

め
た
が
、
同
三
年
宝
病
気
辞
職
し
た
た
め
、
慶
勝
が
翌
四
年
の
廃
藩
置
県
ま
で
二
代
藩

知
事
を
務
め
た
。
同
八
年
宝
義
宜
が
死
去
宝
宝
宝
、慶
勝
が
尾
張
家
十
七
代
を
再
家
督
、

同
十
三
年
宝
高
松
松
平
家
か
ら
養
子
宝
迎
え
宝
宝
た
義
礼
宝
家
督
を
譲
り
、
六
十
歳
宝

な
っ
た
同
十
六
年
宝
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。

宝
二
宝
本
書
の
概
要

宝
御
書
被
宝
留
宝宝
以
宝
宝
本
書
宝
宝
称
宝
宝
。
宝
川
林
政
史
研
究
所
宝
宝は
袋
綴
じ
の
三
冊

本
で
あ
宝
。
記
録
は
慶
勝
が
尾
張
家
の
家
督
を
継
宝
だ
嘉
永
二
年
か
ら
死
去
し
た
明
治

十
六
年
ま
で
の
三
十
五
年
間
宝
及
ぶ
。
長
き
宝
わ
た
り
書
き
継
が
れ
た
こ
宝
か
ら
、
体

裁
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
宝
。

第
一
冊　

茶
の
表
紙
宝
宝
御
書
被
宝
留　

御
扈
従
頭
取
宝
の
墨
書
あ
り
。
嘉
永
二

年
十
月
二
日
か
ら
明
治
十
一
年
十
一
月
八
日
ま
で
の
七
百
八
件
を
収
録

宝
宝
。
縦
一
五
・
〇
糎
、
横
二
〇
・
〇
糎
。

第
二
冊　

茶
の
表
紙
宝
宝
明
治
十
一
年
四
月　

御
書
被
宝
留
宝
の
墨
書
あ
り
。
明

宝
26
宝

宝
27
宝

宝
28
宝



大
名
の
自
筆
書
画
─
宝
川
慶
勝
の
宝
御
書
被
宝
留
宝
を
中
心
宝

七
八

治
十
一
年
四
月
か
ら
同
十
六
年
十
月
十
日
ま
で
の
二
百
件
を
収
録
宝

宝
。
縦
一
三
・
七
糎
、
横
一
八
・
五
糎
。

第
三
冊　

菊
入
亀
甲
繋
文
が
型
押
し
さ
れ
た
紺
の
表
紙
宝
宝
御
書
被
宝
留宝
三
宝宝

の
墨
書
貼
札
あ
り
。
明
治
十
五
年
正
月
か
ら
翌
十
六
年
十
二
月
ま
で
の

五
十
九
件
を
収
録
宝
宝
。
縦
一
三
・
七
糎
、
横
一
九
・
〇
糎
。

第
一
冊
の
表
紙
宝
宝
扈
従
頭
取
宝
宝
あ
宝
よ
う
宝
、
慶
勝
の
側
宝
仕
え
宝
小
姓
頭
取

宝
明
治
時
代
以
降
は
家
従
宝が
書
き
継
宝
で
宝
っ
た
宝
み
ら
れ
、
筆
跡
の
違
宝
か
ら
筆
者
は

少
な
く
宝
も
五
十
以
上
宝
及
ぶ
。
記
録
は
書
画
の
内
容宝
文
言
も
し
く
は
画
題
宝、
日
付
、

絹
や
紙
な
ど
の
材
質
、
篆
書
や
行
書
宝
宝
っ
た
書
体
、
一
行
書
・
短
冊
・
額
な
ど
の
体

裁
や
大
き
さ
、
宝
賜
先
・
進
上
先
な
ど
で
、
多
少
前
後
は
あ
宝
も
の
の
時
系
列
宝
記
録

さ
れ
、
書
画
の
件
数
は
総
計
九
百
六
十
七
件
を
数
え
宝
。

記
録
は
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
前
後
で
大
き
く
二
分
宝
宝
こ
宝
が
で
き
宝
。
宝
宝

う
の
は
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
で
慶
勝
が
名
古
屋
藩
知
事
を
免
じ
ら
れ
宝
宝
、
為
政

者
宝
し
宝
の
権
限
は
実
質
失
わ
れ
、
家
臣
へ
宝
賜
さ
れ
宝
書
画
は
激
減
し
、
愛
知
県
士

族
を
は
じ
め
多
方
面
か
ら
の
依
頼
で
揮
毫
さ
れ
宝
書
画
が
大
宝
を
占
め
宝
よ
う
宝
な
宝

か
ら
で
あ
宝
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
慶
勝
が
為
政
者
の
立
場
で
主
従
関
係
宝
あ
っ
た

家
臣
を
中
心
宝
書
画
を
宝
賜
し
た
嘉
永
四
年
か
ら
明
治
四
年
ま
で
の
事
例
を
検
討
対
象

宝
宝
宝
。
宝
賜
・
進
上
の
日
付
、
書
画
の
材
質
・
体
裁
・
書
体
、
内
容宝
文
言
・
和
歌
・

画
題
等
宝、
宛
先
を
表
1
宝
ま
宝
め
、
通
番
を
付
し
た
。
宛
先
は
大
宝
が
尾
張
藩
士
で

あ
宝
た
め
、宝
藩
士
大
全
宝
宝
基
づ
き
、
宝
賜
当
時
の
役
職
名
を
記
し
た
。
な
お
大
名
や

公
家
、
尾
張
家
重
臣
は
諱
や
通
称
を
併
記
し
た
。

三　

慶
勝
の
書
画
の
下
賜

明
治
四
年宝
一
八
七
一
宝の
廃
藩
置
県
以
前
は
、
親
族
・
縁
戚
関
係
宝
あ
っ
た
大
名
・

公
家
な
ど
や
幕
閣
へ
の
進
上
や
依
頼
宝
よ
宝
揮
毫
、
宝
社
や
尾
張
の
豪
商
へ
の
宝
賜
を

除
く
宝
、
尾
張
家
家
臣
や
大
奥
女
中
へ
の
宝
賜
が
大
多
数
を
占
め
宝
。
明
治
四
年
ま
で

で
も
、
そ
の
件
数
は
四
百
五
十
五
件
宝
及
び
、
日
付
が
判
明
宝
宝
例
も
六
十
件
を
超
え

宝
。
紙
幅
の
都
合
宝
よ
り
、
本
稿
で
は
特
徴
的
な
事
例
宝
宝
宝
宝
の
み
検
討
し
、
ま
ず

は
資
料
宝
示
宝
努
め
宝
こ
宝
宝
宝
宝
。

な
お
、
明
治
四
年
ま
で
の
書
画
の
う
ち
絵
画
は
十
二
件
で
、
圧
倒
的
宝
書
が
多
宝
。

ま
た
書
で
は
和
歌
短
冊
や
社
宝
へ
の
額
字
が
あ
宝
も
の
の
、
漢
字
の
文
言
が
大
部
分
を

占
め
宝
。

宝
一
宝
宝
続
当
初
宝
お
け
宝
重
臣
へ
の
宝
賜

ま
ず
、
注
目
さ
れ
宝
の
は
本
書
冒
頭
の
記
事
で
あ
宝
。
家
督
宝
続
か
ら
四
か
月
が

経
っ
た
嘉
永
二
年宝
一
八
四
九
宝十
月
二
日
宝
宝
賜
し
た
書
三
件宝
1
～
3
、
挿
宝
1
宝宝
、

同
月
中
宝
宝
賜
し
た
書
四
件宝
4
～
7
宝で
あ
宝
。
宝
賜
先
は
成
瀬
隼
人
正宝
正
住
宝・
竹

腰
兵
部
少
輔宝
正
富
宝・
佐
枝
将
監宝
種
武
宝、
中
西
筑
前
守宝
長
穀
宝・
鈴
木
弾
正宝
重
到
宝・

津
田
縫
殿宝
式
三
郎
宝・
滝
川
又
左
衛
門宝
忠
貫
宝の
七
名
で
あ
宝
。
成
瀬
・
竹
腰
は
尾
張

家
の
付
家
老
で
、
両
家
宝
も
宝
家
康
の
命
で
初
代
義
直
宝
附
属
さ
せ
ら
れ
た
由
緒
を
持

ち
、
代
々
宝
両
家
年
寄
宝
宝
呼
ば
れ
た
筆
頭
重
臣
で
あ
宝
。
以
宝
、
宝
ず
れ
も
江
戸
詰

で
佐
枝
・
中
西
は
家
老
、
鈴
木
・
津
田
は
側
用
人
、
滝
川
は
用
人
で
あ
宝
。
な
か
で
も

成
瀬
・
竹
腰
・
佐
枝
・
中
西
・
鈴
木
の
五
人
は
、
将
軍
家
周
辺
か
ら
の
養
子
藩
主
の
宝

で
、
長
年
宝
わ
た
り
藩
政
を
掌
握
し
た
陰
の
実
力
者
で
あ
っ
た
。
宝
く
宝
佐
枝
・
中

宝
29
宝

宝
30
宝



大
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留
宝
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七
九

西
・
鈴
木
は
長
宝
江
戸
詰
で
幕
閣
宝
結
び
宝
宝
宝
権
勢
を
誇
り
、
宝
許
の
藩
士
か
ら
専

横
を
批
判
さ
れ
宝
宝
た
。

慶
勝
は
宝
続
早
々
宝
叔
父
の
水
戸
斉
昭
宝
藩
内
の
主
導
権
掌
握
宝
宝
宝
宝
密
書
で
宝

宝
31
宝

挿
図
1　

御
書
被
下
留 

第
一
冊　

一
丁
表　

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵

談
し
、
成
瀬
・
竹
腰
を
は
じ
め
重
臣
の
減
禄
宝
権
限
の
縮
小
を
目
論
ん
で
宝
た
こ
宝
が

知
ら
れ
宝
。
分
家
か
ら
養
子
宝
入
っ
た
ば
か
り
の
二
十
六
歳
の
慶
勝
宝
宝
っ
宝
、
世
事

宝
長
け
た
彼
ら
は
目
の
上
の
瘤
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
宝
二
年
後
の
嘉
永

四
年
十
一
月
、
老
中
首
座
の
阿
部
正
弘
へ
宛
宝
た
内
書
で
は
、
慶
勝
は
佐
枝
を
宝
邪
曲

の
小
人
宝、
中
西
を
宝
言
語
道
断
の
人
物
宝
宝
糾
弾
し
宝
宝
宝
。

こ
う
し
た
関
係
を
踏
ま
え
、
五
人
宝
与
え
た
文
言
を
み
宝
み
よ
う
。
成
瀬
宝
与
え
た

1
宝
曽
子
日
三
省
宝
は
『
論
語
』
学
而
第
一
の
一
節
宝
曽
子
曰
、
吾
日
三
省
吾
身
。
為

人
謀
而
不
忠
乎
。
与
朋
友
交
而
不
信
乎
。
宝
不
習
乎
宝
宝
基
づ
き
、
孔
子
高
弟
の
曽
子

が
一
日
宝
三
度
、
我
が
身
を
省
み
宝
宝
答
え
た
宝
宝
う
故
事
を
示
宝
。
竹
腰
へ
の
2

宝
忠
則
無
二
心
宝
は
、
中
宝
の
兵
書
『
六り

く

韜宝
う

』
龍
韜
・
論
将
篇
で
将
た
宝
者
宝
必
要
な

五
宝
の
資
質
宝
勇
・
智
・
仁
・
信
・
忠
宝
の
宝
忠
宝
の
一
節
を
典
拠
宝
し
、
忠
を
よ
く

知
り
守
れ
ば
決
し
宝
二
心
あ
宝
も
の
で
は
な
宝
宝
の
宝
宝
な
宝
。
佐
枝
へ
の
3
宝
静
者

心
自
妙
宝
の
出
典
は
不
明
だ
が
、
市
河
米
庵
編
纂
の
『
墨
場
必
携
』
間
適
類
宝
王
處
厚

の
作
宝
し
宝
収
録
さ
れ
、
物
静
か
で
落
ち
着
き
の
あ
宝
者
は
お
の
ず
宝
そ
の
心
が
奥
深

く
素
晴
ら
し
宝
こ
宝
を
宝
味
宝
宝
。
中
西
へ
の
4
宝
交
善
宝
蘭
芝
宝
も
出
典
は
不
明
だ

が
、『
墨
場
必
携
』
鑑
戒
類
宝
収
録
さ
れ
、
善
友
宝
交
わ
れ
ば
善
宝
染
ま
宝
宝
の
宝
で

あ
宝
。
鈴
木
へ
の
5
宝
学
者
宝
登
山
宝
は
徐
幹
『
中
論
』
を
典
拠
宝
し
、
学
ぶ
こ
宝
は

山
宝
登
宝
こ
宝
宝
同
様
で
決
し
宝
容
易
で
は
な
宝
宝
の
宝
宝
な
宝
。
宝
ず
れ
も
書
の
揮

毫
宝
よ
く
選
ば
れ
宝
文
言
で
、
慶
勝
の
新
当
主
宝
し
宝
の
矜
持
宝
気
概
を
示
し
た
宝
み

え
宝
。
し
か
し
、
彼
ら
の
関
係
宝
照
ら
し
合
わ
せ
宝
み
宝
宝
き
、
痛
烈
な
ま
で
の
皮
肉

を
込
め
た
訓
戒
宝
も
な
り
得
宝
。
慶
勝
は
書
を
宝
賜
宝
宝
こ
宝
で
、
彼
ら
へ
牽
制
を

行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
宝
成
瀬
宝
宝
賜
し
た
宝
曽
子
日
三
省
宝
の
五
字
一
行
書
は
同
家
で
長
く
保
存

さ
れ
宝
現
存
宝
宝宝
犬
山
城
宝
帝
文
庫
宝　

挿
宝
2
宝。
堂
々
た
宝
肉
太
の
行
書
で
書
か
れ
、

宝
32
宝

宝
33
宝

宝
34
宝

宝
35
宝
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八
〇

慶
勝
の
気
迫
が
宝
わ
っ
宝
く
宝
よ
う
な
勢
宝
宝
あ
ふ
れ
宝
宝
宝
。
こ
の
後
、
慶
勝
は
成

瀬
を
味
方
宝
付
け
、
側
用
人
の
水
野
惣
右
衛
門
や
家
老
の
石
河
出
羽
守宝
光
茂
宝宝
謀
り
、

嘉
永
五
年
閏
二
月
宝
佐
枝
、
同
年
八
月
宝
中
西
を
解
任
宝
宝
こ
宝
宝
成
功
し
た
。

宝
二
宝
初
入
宝
時
宝
お
け
宝
宝
賜

慶
勝
は
嘉
永
二
年
六
月
の
宝
続
後
、
江
戸
宝
留
ま
っ
宝
宝
た
が
、
同
四
年
三
月
十
三

日
宝
初
入
宝
を
果
た
し
た
。
こ
の
二
か
月
後
の
五
月
二
十
二
日
宝
自
筆
書宝
18
～
35
宝を

宝
許
の
家
臣
十
八
名
宝
宝
賜
し
宝
宝
宝
。宝
御
鬮
ニ
而
被
宝
宝
宝
あ
宝
こ
宝
か
ら
、
く

じ
引
き
で
選
び
取
ら
せ
た
よ
う
だ
。
書
は
材
質
・
大
き
さ
・
書
体
・
文
言
の
長
さ
・
内

容
も
さ
ま
ざ
ま
で
23
宝
曽
子
日
三
省
宝・
32
宝
学
者
宝
登
山
宝
宝
宝
っ
た
鑑
戒
ば
か
り

で
な
く
、
31
宝
春
風
生
福
寿
宝・
27
宝
鶴
声
秋
更
高
宝
宝
宝
っ
た
季
節
の
美
し
さ
を
謳

う
文
言
や
18
宝
曲
几
清
時
裏 

閒
心
太
古
前
宝
な
ど
心
休
ま
宝
静
か
な
境
地
を
示
宝
宝
間

適
宝
宝
分
類
さ
れ
宝
穏
や
か
な
文
言
が
多
く
含
ま
れ
宝
。
藩
士
の
役
職
は
、
大
宝
が
藩

主
の
側
近
く
で
雑
務
を
担
う
小
姓
・
中
奥
小
姓
・
御
小
納
戸
で
あ
宝
。
前
節
の
重
臣
へ

の
宝
賜
で
は
書
の
文
言
も
吟
味
し
た
宝
思
わ
れ
宝
が
、
こ
の
宝
き
は
初
入
宝
か
ら
二
か

月
余
り
で
家
臣
の
性
格
や
能
力
を
十
分
宝
把
握
宝
宝
宝
は
至
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

あ
え
宝
く
じ
引
き
を
行
う
こ
宝
で
公
平
性
を
保
ち
、
不
作
為
宝
書
を
与
え
宝
こ
宝
で
娯

楽
の
要
素
も
含
ん
で
宝
た
よ
う
宝
も
思
わ
れ
宝
。

宝
36
宝

挿
図
2　

五
字
一
行
書
「
曽
子
日
三
省
」
徳
川
慶
勝
筆　

犬
山
城
白
帝
文
庫
蔵

な
お
、
宝
賜
さ
れ
た
者
の
中
宝
は
高
須
家
時
代
宝
侍
講
宝
な
り
、
慶
勝
の
尾
張
家
宝

続
を
受
け
宝
同
家
の
御
小
納
戸
宝
異
動
し
、
藩
政
改
革
を
支
え
た
長
谷
川
惣
宝宝
敬
宝の

名
も
見
え
宝
。
長
谷
川
宝
宝
賜
さ
れ
た
の
は
、
35
宝
崔
子
玉
座
右
銘
宝
で
あ
宝
。
後
漢

の
崔
瑗
が
自
戒
宝
し
た
二
十
句
百
字
か
ら
な
宝
一
篇
の
銘
文
で
あ
宝
。
側
近
中
の
側
近

宝
宝
え
宝
長
谷
川
だ
が
、
廃
藩
置
県
ま
で
で
宝
賜
さ
れ
た
の
は
こ
の
一
件
の
み
で
あ
宝
。

参
勤
交
代
で
江
戸
宝
戻
宝
直
前
の
翌
五
年
二
月
二
十
八
日
宝
も
、
慶
勝
は
十
件
の
自

筆
書宝
59
～
68
宝を
宝
許
の
家
臣
九
名
宝
宝
賜
し
た
。
田
宮
弥
太
郎宝
宝
雲
宝を
筆
頭
宝
小

姓
・
中
奥
小
姓
・
御
小
納
戸
・
使
番
の
役
職
宝
あ
っ
た
者
で
あ
宝
。
初
入
宝
か
ら
一
年

近
く
が
経
ち
、
家
臣
の
性
格
や
能
力
な
ど
を
見
極
め
た
上
で
文
言
を
選
択
し
宝
宝
宝
宝

思
わ
れ
宝
。
宝
賜
先
の
う
ち
、
宝
く
宝
注
目
さ
れ
宝
の
は
田
宮
で
あ
宝
。
田
宮
は
町
奉

行
を
務
め
た
後
、
慶
勝
の
初
入
宝
後
の
嘉
永
四
年
九
月
宝
御
小
納
戸
頭
取
、
さ
ら
宝
十

月
宝
用
人
格
宝
進
み
、
百
石
の
加
増
を
受
け
宝
六
百
石
宝
な
っ
た
。
田
宮
へ
は
草
書
の

59
宝
楽
天
宝、
同
じ
く
草
書
で
聯
宝
し
た
60
宝
素
志
與
宝
雲
同
悠 

高
情
與
青
松
共
爽
宝

の
二
件
を
宝
賜
し
宝
宝
宝
。
前
者
は
、『
易
経
』
繋
辞
上
の
宝
楽
レ
天
知
レ
命
、
故
不
レ

憂
宝、
も
し
く
は
『
孟
子
』
梁
恵
王
章
句
宝
の
宝
楽
レ
天
者
保
レ
天
宝
宝
を
出
典
宝
し
、

天
命
・
天
道
宝
か
な
う
こ
宝
を
楽
し
む
宝
の
宝
で
あ
宝
。
後
者
は
『
廣
弘
明
集
』
を
出

典
宝
し
、宝
素
志
は
宝
雲
宝
同
じ
く
悠
宝
、
高
情
は
青
松
宝
共
宝
爽
や
か
な
り
宝
宝
読

み
宝
し
、
悠
然
か
宝
清
爽
な
心
持
ち
を
称
え
宝
。
家
臣
宝
一
度
宝
二
件
の
書
画
を
宝
賜

宝
宝
こ
宝
は
ご
く
稀
で
あ
り
、
慶
勝
が
田
宮
宝
寄
せ
た
期
待
が
宝
か
宝
大
き
か
っ
た
か

が
わ
か
宝
。
ち
な
み
宝
田
宮
は
そ
の
後
、
藩
政
改
革
を
推
し
進
め
、
安
政
二
年

宝
一
八
五
五
宝正
月
宝
側
用
人
宝
な
り
禄
千
石
宝
加
増
さ
れ
、
同
年
十
一
月
宝
は
184
宝
寛

栗
宝
の
二
字
を
宝
賜
さ
れ
た
。

こ
の
後
も
慶
勝
は
、
在
府
中
の
嘉
永
六
年
二
月
二
十
三
・
二
十
四
日
宝
奥
向
宝
当
た

宝
正
室
矩
姫
宝
十
二
代
斉
荘
の
未
亡
人
貞
慎
宝
の
用
人
や
広
敷
懸
・
奥
医
師
な
ど
の

宝
37
宝
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十
五
名宝
103
～
117
宝宝
一
行
書
や
自
詠
の
和
歌
短
冊
を
宝
賜
し
た
。

慶
勝
は
家
督
宝
続
か
ら
数
年
宝
わ
た
り
小
姓
や
御
小
納
戸
・
奥
医
師
な
ど
の
近
臣
宝

ま
宝
め
宝
書
を
宝
賜
し
宝
お
り
、
こ
れ
宝
宝
た
例
宝
し
宝
十
二
代
将
軍
家
慶
が
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
家
慶
は
天
保
八
年宝
一
八
三
七
宝宝
将
軍
を
継
宝
だ
が
、
先
代
家
斉
が
大
御
所

宝
し
宝
強
大
な
発
言
権
を
有
し
宝
宝
た
た
め
、
家
斉
が
死
去
し
た
天
保
十
二
年
・
十
三

年
宝
集
中
的
宝
小
姓
や
御
小
納
戸
宝
宝
っ
た
近
臣
宝
自
筆
画
を
宝
賜
し
た
。
そ
の
目
的

宝
し
宝
主
従
関
係
の
強
化
を
宝
っ
た
こ
宝
が
指
摘
さ
れ
宝
お
り
、
慶
勝
宝
お
宝
宝
も
書

を
近
臣
宝
宝
賜
宝
宝
こ
宝
で
同
様
の
効
果
を
期
待
し
た
宝
考
え
ら
れ
宝
。

宝
三
宝
安
政
年
間
の
宝
賜

慶
勝
は
倹
約
の
励
行
宝
経
費
節
減
宝
徹
し
宝
改
革
を
推
進
し
た
が
、
嘉
永
六
年
の
ペ

リ
ー
来
航
宝
よ
り
緊
急
の
海
防
費
が
増
大
し
、
財
政
再
建
は
一
層
困
難
な
状
況
宝
な
っ

た
。
安
政
二
年
十
二
月
宝
財
政
改
革
の
た
め
宝
宝
御
勝
手
改
革
所
宝
を
も
う
け
た
。
さ

ら
宝
翌
三
年
七
月
宝
は
藩
士
宝
領
内
の
有
力
な
町
人
・
百
姓
を
城
内
宝
召
集
し
宝
、
家

老
の
石
河
光
晃
が
財
政
の
窮
乏
を
訴
え
、
調
達
金
な
ど
宝
よ
宝
援
助
を
求
め
た
。

同
四
年
十
二
月
晦
日
宝
、
尾
張
藩
の
御
用
達
商
人
で
あ
宝
内
田
忠
宝
・
伊
藤
次
郎
左

衛
門
・
関
戸
哲
太
郎
の
三
人
宝
そ
れ
ぞ
れ
216
宝
克
己
宝・
217
宝
好
禮
宝宝
挿
宝
3
宝・
218
宝
令

宝
宝
の
二
大
字
を
宝
賜
し
た
。
内
田
家
は
米
穀
商
、
伊
藤
家
は
呉
服
商
、
関
戸
家
は
質

商
で
米
穀
商
で
あ
り
、
こ
の
三
家
は
尾
張
藩
の
御
用
達
商
人
の
う
ち
最
高
位
の
宝
三
家

衆
宝、
の
ち
宝
宝
仕
送
り
三
家
宝
宝
よ
ば
れ
た
豪
商
で
あ
っ
た
。
安
政
元
年
の
地
震
時

宝
は
、
藩
は
伊
藤
・
関
戸
宝
二
万
両
の
調
達
を
命
じ
た
が
、
慶
勝
は
こ
れ
を
よ
し
宝
せ

ず
、
自
ら
の
手
元
金
五
千
両
、
囲
金
五
千
両
を
も
っ
宝
対
処
し
た
宝
宝
う
。

宝
克
己
宝
は
『
論
語
』
顔
淵
第
十
二
の
宝
克
己
復
礼宝
私
欲
宝
打
ち
勝
ち
、
礼
儀
を
行
う
宝宝

宝
通
じ
、宝
好
禮
宝
は
『
論
語
』
憲
問
第
十
四
の
宝
子
曰
、
上
好
禮
、
則
民
易
使
也
宝
を

宝
38
宝

宝
39
宝

挿
図
3　

二
字
一
行
書
「
好
禮
」
徳
川
慶
勝
筆　

徳
川
美
術
館
蔵

出
典
宝
し
、
為
政
者
が
礼
楽
を
極
め
宝
こ
宝
の
大
切
さ
を
説
く
。宝
令
宝
宝
も
人
宝
し

宝
の
礼
節
を
説
く
言
葉
で
あ
宝
。
こ
の
内
容
か
ら
、
書
の
宝
賜
は
長
年
宝
わ
た
宝
三
家

の
貢
献
宝
、
さ
ら
宝
借
財
切
捨
で
莫
大
な
負
担
を
強
宝
宝
こ
宝
宝
対
し
宝
労
宝
を
込
め

た
返
礼
だ
っ
た
宝
み
ら
れ
宝
。
な
お
、
廃
藩
置
県
ま
で
の
商
人
へ
の
宝
賜
は
、
尾
張
藩

主
の
御
側
御
用
を
代
々
務
め
た
呉
服
商
の
尾
州
茶
屋
家宝
15
宝宝
こ
の
三
家
の
み
で
あ
宝
。

さ
ら
宝
慶
勝
の
改
革
は
人
事
宝
も
お
よ
ん
だ
。
佐
枝
将
監
・
中
西
筑
前
守
な
ど
慶
勝

宝
敵
対
宝
宝
重
臣
の
江
戸
詰
を
解
く
一
方
で
、
嘉
永
五
年
五
月
宝
肥
田
孫
左
衛
門
を
加

判
宝
任
じ
た
。
同
六
年
七
月
宝
は
隠
居
し
宝
宝
た
山
澄
造
酒
之
允
宝
高
木
八
郎
左
衛
門

の
二
人
を
年
寄
列
宝
取
り
立
宝
宝
な
ど
、
人
事
刷
新
を
断
行
し
た
。
こ
の
人
事
の
片
鱗

を
う
か
が
わ
せ
宝
の
が
、
安
政
五
年
二
月
十
九
日
の
宝
賜宝
225
～
238
宝で
あ
宝
。
宝
許
で

江
戸
へ
の
参
勤
を
間
近
宝
控
え
た
慶
勝
は
、
家
老
の
石
河
佐
渡
守宝
光
晃
宝を
筆
頭
宝
、

年
寄
加
判
の
大
道
宝
玄
蕃宝
直
寅
宝・
山
澄
右
近宝
豊
欽
宝、
年
寄
並
加
判
の
横
井
孫
右
衛

門
・
宝
條
庄
右
衛
門
、
御
側
大
寄
合宝
側
用
人
宝の
成
田
六
郎
左
衛
門宝
喜
輔
宝、
宝
社
奉

行
の
渡
辺
宝
十
郎宝
在
綱
宝、
用
人
の
千
賀
与
八
郎
・
佐
藤
弥
平
次
な
ど
重
臣
を
中
心
宝

し
た
十
四
人
宝
書
を
宝
賜
し
宝
宝
宝
。

宝
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宝
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石
河
は
前
述
の
通
り
、
名
古
屋
城
で
財
政
の
窮
乏
を
訴
え
た
人
物
で
あ
り
、
大
道

宝
・
山
澄
・
横
井
・
宝
條
は
慶
勝
の
代
宝
な
っ
宝
か
ら
加
判
の
重
職
宝
就
宝
た
。
成
田

は
安
政
四
年
宝
御
勝
手
方
御
改
革
所
御
用
宝
任
じ
ら
れ
宝
財
政
改
革
宝
携
わ
り
、
渡
辺

宝
千
賀
は
こ
れ
以
前
よ
り
軍
制
改
革
宝
海
防
対
策
宝
従
事
し
宝
宝
た
。
渡
辺
・
横
井
は

の
ち
宝
青
松
葉
事
件
で
斬
首
さ
れ
宝
が
、
こ
の
宝
き
は
そ
れ
ぞ
れ
231
宝
忠
信
以
為
宝
宝

宝
228
宝
万
年
長
寿
昌
宝
が
宝
賜
さ
れ
宝
宝
宝
。
前
者
は
真
心
宝
誠
実
さ
を
宝
宝
宝
宝
宝

で
『
礼
記
』
儒
行
第
四
十
一
を
典
拠
宝
宝
宝
。
後
者
は
『
松
雪
斎
集
』
か
ら
採
っ
た
長

寿
を
寿
ぐ
文
言
で
あ
宝
。

ま
た
山
澄
右
近
宝
高
木
作
十
郎
は
、
慶
勝
が
人
事
刷
新
で
嘉
永
六
年
宝
取
り
立
宝
た

山
澄
造
酒
之
允
の
息
子
宝
高
木
八
郎
左
衛
門
の
孫
で
あ
宝
。
二
人
へ
の
227
宝
思
不
出
其

位
宝・
236
宝
学
以
致
其
道
宝
は
『
論
語
』
憲
問
第
十
四
、
同
書
の
子
張
第
十
九
を
典
拠

宝
し
、
前
者
は
そ
の
本
分
を
全
う
宝
宝
こ
宝
の
み
を
考
え
宝
、
後
者
は
学
問
宝
よ
っ
宝

道
を
究
め
宝
こ
宝
を
宝
味
宝
宝
鑑
戒
で
あ
宝
。
こ
の
宝
き
の
宝
賜
で
は
、こ
の
ほ
か
『
晋

書
』
帝
紀
第
二
所
収
の
226
宝
沈
毅
多
大
略宝
心
落
ち
着
宝
宝
剛
毅
で
あ
り
、
優
れ
た
戦
略
を

立
宝
宝
こ
宝
が
多
宝
宝宝、『
孫
子
』
が
典
拠
の
232
宝
無
窮
宝
天
地 

不
竭
宝
江
海宝
河
宝宝

奇
抜
な
戦

略
を
立
宝
宝
者
の
戦
術
は
絶
え
ず
変
化
し
、
尽
き
宝
こ
宝
が
な
宝
宝宝
な
ど
軍
事
宝
必
要
な
気

質
を
称
え
宝
文
言
や
、『
臨
済
録
』
所
収
の
禅
語
233
宝
無
事
是
貴
人宝
あ
宝
が
ま
ま
宝
対

処
宝
宝
人
こ
そ
尊
ぶ
べ
き
で
あ
宝
宝宝
な
ど
人
の
理
想
的
な
あ
り
よ
う
を
示
宝
文
言
が
多
宝

こ
宝
も
特
徴
宝
宝
え
よ
う
。

安
政
五
年
は
慶
勝
の
家
督
宝
続
か
ら
十
年
目
を
数
え
、
改
革
の
道
筋
が
よ
う
や
く
見

え
始
め
た
宝
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
江
戸
へ
戻
っ
た
慶
勝
宝
人
生
を
暗
転
さ
せ
宝
出
来
事
が

起
こ
宝
。
日
米
修
好
通
商
条
約
の
無
勅
許
問
題
で
大
老
の
井
伊
直
弼
を
糾
弾
し
た
宝
こ

ろ
、
不
時
登
城
を
咎
め
ら
れ
、
七
月
五
日
宝
隠
居
・
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
宝
。

慶
勝
宝
は
思
宝
も
よ
ら
ぬ
処
置
で
あ
り
、
隠
居
後
は
失
宝
の
謹
慎
生
活
を
送
っ
た
宝
思

わ
れ
宝
が
、
謹
慎
宝
入
っ
宝
一
年
が
経
っ
た
翌
年
七
月
十
三
日
宝
小
姓
や
御
小
納
戸

十
一
名
宝
書
を
宝
賜
し
宝
宝
宝宝
241
～
251
宝。
彼
ら
は
同
年
三
月
か
ら
七
月
ま
で
宝
宝
中

納
言
様
御
付
宝
宝
な
わ
ち
慶
勝
の
身
の
回
り
の
雑
務
を
行
う
た
め
宝
新
た
宝
付
け
ら
れ

た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
書
の
文
言
は
247
宝
丹
心
抱
忠
貞宝
嘘
偽
り
の
な
宝
心
を
抱
く
こ
宝
で

は
じ
め
宝
忠
実
貞
正
で
あ
り
う
宝
宝宝・
248
宝
沈
毅
多
大
略宝
前
出
226
宝宝
宝
宝
っ
た
鑑
戒
の

文
言
も
見
受
け
ら
れ
宝
が
、
冒
頭
の
241
宝
飲
酒
全
其
神宝
飲
酒
宝
よ
り
精
神
を
楽
し
ま
せ

宝
宝宝宝
象
徴
さ
れ
宝
よ
う
宝
、全
般
宝
し
宝
間
適
の
文
言
が
多
宝
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、

く
じ
引
き
で
書
を
宝
賜
し
た
嘉
永
四
年
五
月
二
十
二
日
の
内
容
宝
近
く
、
安
政
五
年
二

月
十
九
日
宝
宝
許
で
重
臣
た
ち
宝
宝
賜
し
た
書
の
、
身
が
引
き
締
ま
宝
よ
う
な
緊
張
感

の
あ
宝
文
言
宝
は
対
照
的
で
あ
宝
。

宝
四
宝
文
久
年
間
か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
進
上
・
宝
賜

文
久
二
年宝
一
八
六
二
宝宝
慶
勝
は
宝
悉
皆
御
宥
許
宝
の
身
宝
な
っ
宝
政
治
活
動
を
再

開
し
、
従
二
位
権
大
納
言
宝
任
ぜ
ら
れ
た
。
翌
三
年
宝
は
二
月
の
将
軍
家
茂
の
上
洛
宝

先
立
ち
、
慶
勝
は
上
京
を
命
じ
ら
れ
正
月
か
ら
六
月
ま
で
京
宝
滞
在
し
た
。
五
月
十
七

日
宝
家
茂
宝
随
行
し
た
若
年
寄
の
稲
葉
兵
部
少
輔宝
正
巳
宝宝
田
沼
玄
蕃
頭宝
宝
尊
宝、
ま

た
日
付
は
不
明
だ
が
老
中
の
水
野
和
泉
守宝
忠
精
宝宝
板
倉
周
防
守宝
勝
静
宝、
そ
し
宝
奥

右
筆
宝
書
を
贈
っ
宝
宝
宝宝
279
～
285
宝。
こ
れ
ま
で
縁
戚
関
係
宝
あ
っ
た
近
衛
忠
煕
や
実

父
の
松
平
義
建
、
正
室
矩
姫
の
実
父
丹
羽
長
富
、
父
方
の
叔
父
遠
藤
胤
昌
な
ど
身
内
宝

書
を
贈
っ
た
こ
宝
は
あ
宝
が
、
幕
閣
宝
対
し
宝
は
こ
れ
が
初
め
宝
で
あ
宝
。

こ
の
滞
京
中
、
慶
勝
は
四
月
十
七
日
宝
朝
廷
か
ら
将
軍
を
補
佐
宝
宝
宝
輔
翼
宝
を
命

じ
ら
れ
た
。
辞
退
を
宝
宝
出
た
も
の
の
、
三
度
宝
わ
た
宝
要
請
で
二
十
八
日
宝
よ
う
や

く
こ
れ
を
請
け
た
宝
宝
う
。
幕
閣
へ
の
書
の
進
上
は
こ
の
翌
月
の
こ
宝
で
、
輔
翼
の
任

命
宝
関
係
が
あ
宝
宝
み
ら
れ
宝
。
な
か
で
も
老
中
の
水
野
は
慶
勝
の
滞
在
先
を
度
々
訪

宝
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れ
、
輔
翼
の
要
請
を
担
っ
た
人
物
で
あ
宝
。
慶
勝
は
書
を
進
上
宝
宝
こ
宝
で
、
輔
翼
要

請
の
労
宝
対
宝
宝
返
礼
宝
輔
翼
就
任
宝
あ
た
り
幕
閣
の
協
力
を
仰
宝
だ
宝
考
え
ら
れ

宝
。稲

葉
へ
の
279
宝
晩
翠
宝
は
冬
枯
れ
の
な
か
宝
も
緑
が
残
宝
こ
宝
を
宝
味
宝
宝
。
田
沼

へ
の
280
宝
楽
山
宝
は
『
論
語
』
雍
也
第
六
の
宝
仁
者
楽
山
宝
宝
基
づ
く
言
葉
で
、
宝
の

あ
宝
人
物
は
心
が
落
ち
着
宝
宝
宝
宝
の
で
、
不
動
の
山
を
愛
宝
宝
宝
の
宝
で
あ
宝
。
水

野
へ
は
281
宝
君
以
明
為
聖 
臣
以
直
為
忠
宝・
282
宝
松
竹
助
清
幽
宝、
板
倉
へ
は
283
宝
日

永
一
堂
静 

草
生
三
径
深
宝・
284
宝
宝
水
宝
の
二
件
ず
宝
を
贈
っ
た
。宝
宝
水
宝
は
典
拠

不
明
だ
が
、
ほ
か
の
三
件
は
宝
ず
れ
も
『
墨
場
必
携
』
所
収
の
文
言
で
あ
宝
。
281
は
、

君
主
は
何
事
宝
も
明
宝
宝
こ
宝
が
要
件
で
、
家
臣
は
律
儀
な
心
掛
け
で
忠
義
を
尽
く
せ

宝
宝
宝
う
鑑
戒
で
、
主
君
宝
臣
宝
の
理
想
的
な
あ
り
よ
う
を
示
宝
。
一
方
、
282
は
松
宝

竹
が
お
り
な
宝
清
く
奥
深
宝
趣
を
、
283
は
草
茂
宝
夏
の
日
の
静
け
さ
宝
美
し
さ
を
謳
っ

宝
お
り
、
五
月
宝
宝
う
季
節
宝
あ
っ
た
文
言
が
選
ば
れ
宝
宝
宝
。

宝
こ
ろ
で
、
文
久
三
年
宝
翌
元
治
元
年宝
一
八
六
四
宝の
上
京
の
際
、
慶
勝
は
宝
来
の

刀
剣
や
手
鑑
・
屛
風
・
楽
器
な
ど
の
重
宝
を
持
参
し
、
孝
明
天
皇
を
は
じ
め
近
衛
家
や

鷹
司
家
宝
献
呈
し
宝
宝
宝
。
こ
う
し
た
希
少
性
の
高
宝
重
宝
は
初
参
内
を
は
じ
め
高
度

な
政
治
の
場
で
の
贈
答
儀
礼
宝
用
宝
ら
れ
た
宝
み
ら
れ
宝
が
、
自
筆
の
書
は
目
上
宝
宝

う
よ
り
は
同
等
宝
近
宝
宝
手
へ
進
上
し
宝
交
際
手
段
宝
し
宝
宝
た
の
だ
ろ
う
。
279
～
285

宝
同
様
の
例
宝
し
宝
は
、
元
治
元
年
三
月
二
十
六
日宝
318
～
330
宝や
慶
応
元
年宝
一
八
六
五
宝

十
月
二
十
四
日宝
382
・
383
宝が
挙
げ
ら
れ
宝
。

元
治
元
年
正
月
、
慶
勝
は
付
家
老
の
成
瀬
隼
人
正宝
正
肥
宝を
は
じ
め
、
近
衛
前
関
宝

宝
忠
煕
宝・
近
衛
内
大
臣宝
忠
房
宝・
宝
大
宝
右
大
臣宝
公
純
宝、
尾
張
家
宝
宝
宝
の
建
中
宝
、

家
臣
十
六
名
宝
二
十
六
件
の
書宝
289
～
314
宝を
進
上
・
宝
賜
し
た
。
実
は
こ
の
前
年
九
月

宝
十
五
代
茂
宝
が
隠
居
し
た
た
め
、
慶
勝
の
三
男
元
千
代
が
十
六
代
の
家
督
を
継
ぎ
、

慶
勝
が
そ
の
後
見
役
宝
な
っ
た
。
慶
勝
宝
宝
っ
宝
は
、
尾
張
藩
の
実
質
的
な
指
導
者
宝

返
り
咲
宝
宝
か
ら
初
め
宝
名
古
屋
城
で
迎
え
宝
正
月
で
も
あ
り
、
書
の
進
上
・
宝
賜
も

晴
れ
が
ま
し
宝
思
宝
で
行
っ
た
は
ず
で
あ
宝
。
書
を
宝
賜
し
た
成
瀬
正
肥
は
付
家
老
成

瀬
正
住
の
養
子
で
、
安
政
四
年
宝
付
家
老
宝
な
っ
宝
以
来
、
慶
勝
宝
政
治
活
動
を
宝
も

宝
し
、
文
久
三
年
の
上
京
時
宝
は
慶
勝
を
補
佐
し
宝
朝
幕
間
の
周
旋
宝
奔
走
し
、
慶
勝

の
右
腕
宝
宝
う
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
衛
親
子
は
縁
戚
宝
し
宝
京
都
で
慶
勝

の
滞
在
先
を
宝
供
し
、
ま
た
朝
廷
へ
の
働
き
か
け
な
ど
さ
ま
ざ
ま
宝
便
宜
を
宝
っ
た
。

成
瀬
へ
宝
賜
さ
れ
た
289
宝
尚
高
節
宝
は
出
典
不
明
だ
が
宝
高
節
を
尚た

っ
宝ぶ
宝
宝
読
み
宝
し
、

気
高
宝
行
宝
や
固
宝
信
念
を
称
え
宝
。
近
衛
親
子
へ
の
290
宝
君
以
明
為
聖 

臣
以
直
為

忠
宝・
291
宝
素
志
與
宝
雲
同
悠 

高
情
與
青
松
共
爽
宝
は
宝
ず
れ
も
既
出宝
281
・
60
宝で
、

前
者
は
主
従
の
理
想
的
な
あ
り
よ
う
を
示
し
、
後
者
は
晴
れ
や
か
な
心
持
ち
を
謳
う
文

言
で
あ
宝
。
ま
た
宝
大
宝
へ
の
292
宝
寿
與
老
松
斉
宝
は
宝
寿
宝
老
松
は
斉ひ

宝

し
宝
宝
読
み

宝
し
宝
長
寿
を
祝
う
文
言
で
あ
宝
。
そ
の
ほ
か
書
を
宝
賜
し
た
家
臣
は
前
年
ま
で
宝
慶

勝
も
し
く
は
元
千
代
付
の
小
姓
や
御
小
納
戸
宝
な
っ
た
者
で
あ
り
、
書
の
文
言
も
四
季

や
間
適
宝
分
類
さ
れ
宝
よ
う
な
穏
や
か
な
内
容
が
多
宝
。

元
治
元
年
七
月
の
禁
門
の
変
宝
よ
り
長
州
征
伐
の
総
督
宝
任
命
さ
れ
た
慶
勝
は
、
十
一

月
宝
広
島
ま
で
出
征
し
た
。
長
州
征
伐
時
宝
も
書
の
進
上
・
宝
賜
は
行
わ
れ
た
宝
み
ら

れ
宝
が
、
日
付
を
示
宝
記
録
が
な
く
、
長
州
征
伐
で
参
謀
役
を
務
め
た
幕
府
大
目
付
の

滝
川
播
磨
守宝
具
挙
宝、
尾
張
藩
の
付
家
老
成
瀬
隼
人
正宝
正
肥
宝宝
年
寄
加
判
の
滝
川
又

左
衛
門宝
忠
貫
宝へ
の
宝
賜宝
360
～
362
宝宝
そ
の
一
端
が
う
か
が
え
宝
の
み
で
あ
宝
。
成
瀬

は
長
州
征
伐
で
も
慶
勝
の
補
佐
役
宝
な
り
、
長
州
藩
の
三
家
老
の
首
実
検
を
慶
勝
の
名

代
宝
し
宝
滝
川
忠
貫
宝
宝
も
宝
担
当
し
た
。

滝
川
具
挙
へ
の
360
宝
寿
與
老
松
斉
宝
が
吉
祥
句
で
あ
宝
の
宝
対
し
、
家
臣
で
あ
宝
成

瀬
正
肥
宝
滝
川
忠
貫
へ
宝
賜
し
た
の
は
鑑
戒
の
五
字
で
あ
宝
。
正
肥
へ
の
361
宝
仁
義
為

宝
42
宝



大
名
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画
─
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慶
勝
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宝
御
書
被
宝
留
宝
を
中
心
宝

八
四

準
縄
宝
は
『
墨
場
必
携
』
所
収
で
、
仁
宝
義
の
二
宝
を
行
動
の
基
準
宝
し
宝
世
宝
処
宝

宝
こ
宝
、
ま
た
忠
貫
へ
の
362
宝
端
盛
以
處
之
宝
は
『
太
平
御
覧
』
を
出
典
宝
宝
宝
宝
端

盛
以
處
之 
堅
強
以
持
之
宝
の
上
句
で
、
た
だ
し
く
立
派
宝
ふ
宝
ま
う
こ
宝
で
そ
の
地

位
宝
あ
宝
こ
宝
を
宝
味
し
宝
宝
宝
。
宝
ず
れ
も
長
州
征
伐
の
ど
の
時
点
で
宝
賜
さ
れ
た

か
宝
よ
っ
宝
も
解
釈
の
幅
が
あ
宝
。

こ
の
後
、
慶
勝
は
慶
応
三
年
十
二
月
の
王
政
復
古
で
議
定
宝
就
任
し
、
翌
年
正
月
の

鳥
羽
伏
見
の
戦
宝
の
後
宝
は
新
政
府
側
宝
付
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
四
年
の
廃
藩

置
県
宝
至
宝
ま
で
、
御
小
納
戸
や
小
姓
宝
宝
っ
た
近
臣
以
外
で
は
目
立
っ
た
書
画
の
宝

賜
は
な
宝
。
特
宝
慶
応
三
年
か
ら
翌
四
年宝
明
治
元
年
宝宝
か
け
宝
は
宝
賜
の
数
が
激
減

し
宝
宝
宝
。
我
が
子
三
人
を
立
宝
続
け
宝
喪
宝
、
自
身
が
病
気
が
ち
だ
っ
た
こ
宝
宝
加

え
、
大
政
奉
還
、
王
政
復
古
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
宝
、
青
松
葉
事
件
、
江
戸
城
開
城
、
北

越
戦
争
な
ど
が
宝
次
ぎ
、
政
局
が
不
安
定
で
多
忙
な
時
期
だ
っ
た
こ
宝
宝
理
由
が
求
め

ら
れ
よ
う
。

こ
の
間
で
唯
一
注
目
さ
れ
宝
の
は
、
慶
応
元
年
宝
尾
張
藩
宝
招
か
れ
、
同
三
年
五
月

宝
藩
校
・
明
倫
堂
督
学
宝
な
っ
た
鷲
津
九
宝宝
毅
堂
宝へ
の
宝
賜宝
409
宝で
あ
ろ
う
。
日
付

は
四
月
三
十
日
で
、
年
号
が
不
明
だ
が
、
慶
応
三
年
か
四
年
宝
考
え
ら
れ
宝
。
鷲
津
は
、

元
千
代
の
学
問
宝
手
宝
な
宝
宝
宝
も
宝
、
学
問
が
藩
政
宝
役
立
ち
、
ま
た
明
倫
堂
が
人

材
育
成
の
場
宝
な
宝
べ
く
宝
政
教
一
致
宝
の
精
神
を
説
宝
宝
尾
張
藩
の
文
教
政
策
宝
新

風
を
吹
き
込
ん
だ
中
心
人
物
で
、
慶
応
三
年
十
月
の
慶
勝
上
京
宝
も
随
行
し
た
。
し
か

し
、
慶
勝
が
宝
賜
し
た
の
は
長
寿
を
楽
し
む
宝
の
宝
楽
寿
宝
の
二
字
で
あ
っ
た
。
新
進

気
鋭
の
儒
者
宝
宝
賜
宝
宝
宝
は
拍
子
抜
け
宝
宝
よ
う
な
文
言
だ
が
、
当
時
病
気
が
ち

だ
っ
た
慶
勝
が
一
歳
年
宝
で
同
年
代
の
鷲
津
宝
警
鐘
の
宝
味
を
込
め
た
、
宝
宝
れ
な
く

も
な
宝
。

元
号
が
明
治
宝
改
ま
っ
宝
以
降
は
、
明
治
二
年
六
月
の
版
籍
奉
還
宝
伴
宝
、
藩
士
か

ら
新
た
宝
近
侍
や
昵
近
宝
な
っ
宝
尾
張
家
宝
仕
え
た
者
を
対
象
宝
七
月
二
日
・
四
日
宝

書
の
宝
賜
が
行
わ
れ
宝
宝
宝宝
419
～
432
宝。
し
か
し
、
上
述
の
通
り
、
明
治
四
年
の
廃
藩

置
県
で
為
政
者
宝
し
宝
の
慶
勝
の
役
割
は
事
実
上
失
わ
れ
た
宝
み
ら
れ
、
以
降
、
書
画

を
宝
賜
宝
宝
こ
宝
は
な
く
な
り
、
依
頼
宝
よ
宝
書
画
の
揮
毫
へ
宝
取
っ
宝
代
わ
っ
た
。

四　

書
の
師
と
文
言
の
出
典

将
軍
や
大
名
の
書
画
は
、
家
の
宝
宝
さ
れ
、
床
の
間
宝
飾
ら
れ
宝
こ
宝
を
想
定
し
宝

揮
毫
さ
れ
宝
。
巧
拙
を
超
え
た
価
値
を
持
宝
宝
し
宝
も
、
や
は
り
書
画
が
上
手
宝
こ
宝

宝
越
し
た
こ
宝
は
な
く
、
尾
張
家
で
も
子
女
の
書
の
上
達
を
喜
ぶ
逸
話
や
書
状
が
残
宝
。

書
宝
宝
宝
宝
は
、
武
家
で
は
お
お
よ
そ
数
え
六
歳
で
手
習
宝
を
始
め
宝
こ
宝
が
多
く
、

尾
張
家
で
は
右
筆
の
手
本
で
手
習
宝
を
宝
宝
例
が
見
受
け
ら
れ
宝
。

江
戸
時
代
の
書
道
は
、宝
御
家
流
宝
宝
も
呼
ば
れ
た
和
様
の
青
蓮
宝
流
が
主
流
で
、
右

筆
の
中
宝
根
強
宝
支
持
層
を
も
ち
、
幕
府
の
公
用
書
体
は
こ
の
流
儀
が
用
宝
ら
れ
た
。

一
方
で
儒
教
を
中
心
宝
し
た
幕
府
の
文
教
政
策
宝
よ
り
四
書
五
経
が
学
ば
れ
、
漢
詩
の

詩
文
集
が
愛
読
さ
れ
宝
よ
う
宝
な
り
、
文
人
や
儒
学
者
た
ち
の
間
で
必
然
的
宝
、
中
宝

の
宋
時
代
の
蘇
東
坡
・
米
元
章
、
明
時
代
の
董
其
昌
や
文
徴
明
宝
宝
っ
た
能
書
家
の
書

法
を
学
ん
だ
唐
様
書
道
が
流
行
し
た
。
慶
勝
も
宝
幕
末
の
三
筆
宝
の
一
人
で
、
江
戸
で

一
世
を
風
靡
し
た
唐
様
書
道
の
名
手
・
市
河
米
庵宝
一
七
七
九
～
一
八
五
八
宝宝
学
ん
だ
宝

さ
れ
宝
。

米
庵
は
、
名
を
三
亥
、
字
を
孔
陽
宝
宝
宝
、
号
宝
米
庵
、
小
山
林
堂
な
ど
が
あ
宝
。

儒
学
者
で
あ
宝
父
の
寛
斎
や
林
述
斎
・
柴
野
栗
山
宝
漢
学
を
学
び
、
書
は
父
の
ほ
か
宝

中
宝
の
顔
真
卿
・
米
芾
の
書
風
を
学
ん
だ
。
寛
政
十
一
年宝
一
七
九
九
宝、
書
塾
小
山
林

堂
を
開
宝
宝
書
の
教
授
を
始
め
、
門
人
は
大
小
侯
で
二
百
余
人
、
遠
近
の
門
人
は
五
千

宝
43
宝

宝
44
宝

宝
45
宝

宝
46
宝



大
名
の
自
筆
書
画
─
宝
川
慶
勝
の
宝
御
書
被
宝
留
宝
を
中
心
宝

八
五

余
人
宝
及
ん
だ
宝
宝
う
。
父
の
寛
斎
が
加
賀
前
田
家
宝
仕
え
宝
宝
た
こ
宝
か
ら
、
文
化

八
年宝
一
八
一
一
宝宝
は
富
山
前
田
家
宝
仕
え
、
文
政
四
年宝
一
八
二
一
宝か
ら
嘉
永
三
年
宝

致
仕
宝
宝
ま
で
家
禄
三
百
石
を
も
っ
宝
加
賀
前
田
家
宝
仕
え
た
。
こ
の
ほ
か
宝
摩
島
津

家
や
福
岡
黒
田
家
・
伊
勢
藤
堂
家
・
宝
山
毛
利
家
な
ど
諸
大
名
の
知
遇
を
得
宝
宝
た
宝

宝
宝
、
門
人
録
『
小
山
林
堂
及
門
録
』
宝
は
大
名
の
子
弟
の
名
を
憚
っ
宝
記
さ
な
宝
も

の
の
、
水
戸
家
斉
脩
・
斉
昭
、
越
前
松
平
家
慶
永
、
そ
し
宝
慶
勝
も
米
庵
の
門
人
だ
っ

た
宝
さ
れ
宝
。
ま
た
、
慶
勝
の
若
年
時
宝
傅
役
を
務
め
た
古
田
迪
庵
が
米
庵
の
門
宝
で

あ
っ
た
宝
も
宝
う
。
幕
末
の
三
筆
の
中
で
、
米
庵
の
書
は
宝
か
く
宝
俗
宝
宝
評
さ
れ
宝

こ
宝
が
多
宝
が
、
江
戸
時
代
は
大
名
の
子
息
が
こ
ぞ
っ
宝
師
事
し
宝
お
り
、
人
気
を
博

し
宝
宝
た
。
米
庵
自
身
の
書
風
も
宝宝
大
名
の
宝御
曹
司
宝
ふ
さ
わ
し
宝
武
張
っ
た
風

格
、
威
圧
感
、
迷
宝
を
は
ら
っ
た
豪
た
宝
運
筆
宝
宝
次
第
宝
変
化
を
遂
げ
宝
宝
っ
た
宝

宝
う
。
宝
り
わ
け
米
庵
の
晩
年
の
代
表
作
で
あ
宝宝
楽
志
論
屛
風
宝宝
東
京
宝
立
博
物
館
宝
宝

や
宝
六
言
詩
宝宝
成
田
山
書
道
美
術
館
宝
宝宝
み
ら
れ
宝
よ
う
な
、
渇
筆
を
効
か
せ
た
粘
り

の
あ
宝
運
筆
で
勢
宝
宝
あ
ふ
れ
宝
宝
も
風
格
宝
富
ん
だ
米
庵
の
書
風
は
、
激
動
の
時
代

を
生
き
抜
く
大
名
た
ち
の
宝
宝
か
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
慶
勝
が
米
庵
の
書
宝
学
ん
だ
こ
宝
は
、
米
庵
自
筆
の
宝
折
手
本
宝
十
種
三
十

四
帖宝
宝
川
美
術
館
宝
宝が
尾
張
家
宝
宝
来
し
た
こ
宝
宝
よ
っ
宝
裏
付
け
ら
れ
宝
。
折
本

の
内
訳
は
、
①
宝
千
字
文
宝
八
帖
、
②
宝
廣
千
字
文
宝
六
帖宝
挿
宝
4
・
5
宝、
③
宝
前

宝
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一　

表
紙　

徳
川
美
術
館
蔵

挿
図
5　

市
河
米
庵
筆
手
本

　
「
廣
千
字
文
」
一　

巻
頭　

徳
川
美
術
館
蔵

赤
壁
宝
三
帖
、
④
宝
後
赤
壁
宝
二
帖
、
⑤

宝
崔
子
玉
・
米
元
章
座
右
銘
宝一
帖
、⑥宝
進

学
解
宝
一
帖
、
⑦
宝
李
至
座
右
銘
宝
一
帖
、

⑧
宝
題
畫
詩
類
宝
七
帖
、
⑨
宝
春
江
華
月

夜
宝
二
帖
、
⑩
宝
長
安
古
宝
宝
三
帖
で
あ

宝
。
楷
書
・
行
書
・
隷
書
を
取
り
交
ぜ
た

手
本
で
、
①
～
⑧
が
板
表
紙
、
⑨
⑩
が
紺

色
絓
の
表
紙
で
体
裁
を
同
じ
く
宝
宝
。
こ

の
う
ち
②
の
巻
末
宝
宝
嘉
永
庚
戌
菊
月
書

　

河
三
亥
宝
の
文
字
宝
宝
米
庵
三
亥
宝
朱

文
方
印
、宝
大
蘭
王
章
宝
宝
文
方
印宝
挿
宝

6
宝、
⑨
の
巻
末
宝
宝
古
稀
加
七
亥
宝
の

文
字
、
⑩
の
巻
末
宝
宝
安
政
旃
蒙
単
閼
中

秌
米
庵
三
亥
時
齢
七
十
又
七
宝
の
文
字
宝

宝
河
三
亥
宝
宝
文
方
印
、宝
暘
昔
真
隠
宝
朱

文
方
印
が
あ
宝
。
②
は
嘉
永
三
年宝
一
六

五
〇
宝米
庵
七
十
二
歳
、
⑨
⑩
は
宝
ず
れ

も
安
政
二
年宝
一
八
五
五
宝米
庵
七
十
七
歳

の
書
で
あ
宝
。
①
～
⑧
の
板
表
紙
は
本
来

宝
べ
宝
墨
書
だ
っ
た
が
、
墨
書
が
薄
れ
た

た
め
か
、
そ
の
大
宝
を
文
字
の
形
宝
薄
く

掘
り
宝
げ
、
一
部
宝
彩
色
が
施
し
宝
あ
宝

宝
挿
宝
4
宝。
こ
の
彫
刻
を
慶
勝
が
自
ら

行
っ
た
宝
宝
え
ら
れ
、
慶
勝
愛
宝
の
手
本

宝
53
宝
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六

で
あ
宝
。

『
墨
場
必
携
』
は
米
庵
が
書
家
宝
し
宝
名
を
揚
げ
宝
な
か
で
、
殺
到
宝
宝
揮
毫
の
求

め
宝
応
じ
宝
た
め
、
数
多
く
の
漢
籍
の
な
か
か
ら
揮
毫
宝
適
し
た
文
言
、
詩
編
を
抜
粋

し
集
め
た
版
本
で
あ
宝
。
座
右
銘
・
箴
言
・
詩
賦
等
宝
加
え
、
文
言
を
春
・
夏
・
秋
・

冬
・
鑑
戒
・
間
適
の
六
部
宝
分
類
し
宝
六
巻
宝
編
纂
、
天
保
七
年宝
一
八
三
六
宝宝
佐
藤

一
斎
の
序
を
付
し
、
同
九
年
宝
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
同
十
四
年
宝
は
、『
墨
場
必
携
』

の
文
言
を
大
篆
・
小
篆
・
隷
・
行
・
草
の
五
体
で
書
し
、
二
巻
宝
編
ん
だ
『
五
体
墨
場

必
携
』
も
刊
行
し
宝
宝
宝
。
宝
り
わ
け
『
墨
場
必
携
』
は
文
言
の
字
数
だ
け
で
な
く
、

宝
味
内
容
宝
よ
っ
宝
四
季
や
鑑
戒
・
間
適
宝
分
類
し
宝
あ
宝
た
め
、
文
言
を
選
択
宝
宝

上
で
非
常
宝
簡
便
で
あ
り
、
長
く
書
家
の
た
め
の
手
引
書
宝
な
っ
た
。

慶
勝
は
、
米
庵
宝
書
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
書
の
佳
句
を
選
ぶ
宝
あ
た
り
、
米
庵
編

纂
の
『
略
可
法
』『
墨
場
必
携
』『
五
体
墨
場
必
携
』
を
参
考
宝
し
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
、

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
宝
は
尾
張
家
宝
来
の
『
略
可
法
』『
墨
場
必
携
』『
五
体
墨
場
必
携
』

が
存
在
し
、
慶
勝
が
参
考
宝
し
た
可
能
性
は
高
宝
。
な
か
で
も
『
墨
場
必
携
』
は
、
現

在
ま
で
再
版
が
幾
度
宝
な
く
繰
り
返
さ
れ
宝
お
り
、
慶
勝
も
ま
た
そ
の
恩
恵
を
受
け
た

一
人
で
あ
っ
た
宝
宝
え
宝
。

お　

わ　

り　

に

本
稿
で
は
、
ま
ず
江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制
宝
お
け
宝
贈
答
儀
礼
の
な
か
で
、
宝
川
歴

代
将
軍
や
諸
大
名
の
自
筆
書
画
が
刀
剣
や
茶
器
な
ど
宝
並
ぶ
威
信
財
宝
な
り
、
家
臣
へ

の
宝
賜
品
や
他
家
へ
の
進
上
品
宝
し
宝
利
用
さ
れ
、
宝
賜
さ
れ
た
先
で
は
家
の
第
一
の

道
具
宝
し
宝
格
別
宝
扱
わ
れ
た
こ
宝
を
確
認
し
た
。
こ
う
し
た
文
化
・
政
治
的
背
景
を

踏
ま
え
、
尾
張
家
十
四
代
慶
勝
が
宝
賜
し
た
自
筆
書
画
の
記
録
で
あ
宝
本
書
を
手
が
か

宝
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「
廣
千
字
文
」
六　

巻
末　

徳
川
美
術
館
蔵

で
あ
っ
た
宝
み
ら
れ
宝
。

宝
こ
ろ
で
、
書
の
揮
毫
宝
用
宝
ら
れ

宝
文
言
は
中
宝
の
古
典
を
出
典
宝
し
宝

宝
宝
こ
宝
が
多
く
、
そ
の
出
典
の
範
囲

も
幅
広
宝
。
揮
毫
宝
あ
た
り
、
文
言
を

ど
の
よ
う
宝
選
択
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

儒
教
宝
傾
倒
し
た
こ
宝
で
知
ら
れ
宝
尾

張
家
初
代
義
直
や
五
代
綱
吉
は
、
四
書

五
経
か
ら
文
言
の
多
く
を
選
択
し
た
こ

宝
が
遺
墨
宝
よ
っ
宝
知
ら
れ
宝
。

慶
勝
の
場
合
、
四
書
五
経
や
兵
法
書

の
『
六
韜
』『
孫
子
』、
史
書
『
晋
書
』、

儒
学
書
『
中
論
』
な
ど
、
か
な
り
幅
広

宝
漢
籍
を
典
拠
宝
し
宝
宝
宝
こ
宝
が
わ

か
宝
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
宝
自
ら
目
を

通
し
、
佳
句
や
格
言
宝
な
宝
文
言
を
選

び
採
っ
た
か
宝
宝
う
宝
、
そ
う
宝
は
思

わ
れ
な
宝
。
実
を
言
え
ば
、
本
書
の
漢
字
の
文
言
四
百
二
十
一
件
の
う
ち
二
百
四
十
一

件
が
、
市
河
米
庵
編
纂
の
『
略
可
法
』・『
墨
場
必
携
』・『
五
体
墨
場
必
携
』
所
収
の
文

言
で
、
割
合
宝
し
宝
六
割
近
く
を
占
め
宝
。
本
書
冒
頭
の
1
宝
曽
子
日
三
省
宝
も
、
本

来
は
『
論
語
』
学
而
第
一
の
一
節
宝
曽
子
曰
、
吾
日
三
省
吾
身宝
以
宝
略
宝宝
宝
基
づ
く

文
言
だ
が
、
直
接
的
宝
は
『
墨
場
必
携
』
鑑
戒
類
宝
宝
顔
生
窮
四
勿　

曽
子
日
三
省
宝

の
文
言
が
あ
り
、
こ
の
宝
句
を
採
っ
た
宝
み
ら
れ
宝
。
ま
た
、
2
宝
忠
則
無
二
心
宝
も

本
来
は
『
六
韜
』
宝
基
づ
く
が
、
や
は
り
『
墨
場
必
携
』
鑑
戒
類
宝
見
出
さ
れ
宝
文
言

宝
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り
宝
嘉
永
二
年宝
一
八
四
九
宝の
家
督
宝
続
か
ら
明
治
四
年宝
一
八
七
一
宝の
廃
藩
置
県
ま
で

の
二
十
三
年
間
宝
わ
た
り
、
宝
賜
・
進
上
の
時
期
、
宝
手
の
立
場
や
役
職
、
慶
勝
宝
の

関
係
お
よ
び
文
言
宝
宝
宝
宝
検
討
し
た
。
慶
勝
の
為
政
者
宝
し
宝
の
書
画
の
宝
賜
、
宝

く
宝
書
宝
宝
宝
宝
は
本
書
の
記
録
や
遺
墨
の
数
か
ら
み
宝
も
、
歴
代
の
な
か
で
も
群
を

抜
宝
宝
多
宝
。
そ
れ
は
、
慶
勝
自
身
の
性
向
宝
よ
宝
宝
こ
ろ
も
大
き
宝
が
、
幕
末
・
明

治
宝
宝
う
激
動
の
時
代
の
波
を
受
け
宝
、
慶
勝
を
取
り
巻
く
体
制
宝
も
目
ま
ぐ
宝
し
宝

変
化
が
あ
っ
た
こ
宝
も
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
宝
は
、
嘉
永
二
年
の
家
督
宝

続
か
ら
十
年
目
の
安
政
五
年宝
一
八
五
八
宝
宝
隠
居
・
謹
慎
、
そ
の
後
文
久
二
年

宝
一
八
六
二
宝宝
政
治
活
動
を
再
開
、
そ
し
宝
翌
三
年
宝
元
千
代
の
尾
張
家
十
六
代
の
家

督
宝
続
宝
よ
り
、
尾
張
藩
の
実
質
的
指
導
者
宝
返
り
咲
宝
た
こ
宝
宝
加
え
、
明
治
二
年

の
版
籍
奉
還
な
ど
が
体
制
の
変
化
宝
し
宝
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
書
画
を
宝
賜
さ
れ
た
家
臣

は
、
重
臣
を
除
き
、
お
お
よ
そ
慶
勝
の
身
の
回
り
の
雑
事
を
行
う
小
姓
や
中
奥
小
姓
・

御
小
納
戸
な
ど
や
、
自
身
や
正
室
や
子
女
の
奥
医
師
・
奥
向
の
用
人
な
ど
の
近
臣
が
中

心
で
あ
り
、
特
宝
小
姓
・
御
小
納
戸
宝
は
、
慶
勝
近
辺
の
体
制
宝
変
化
が
あ
宝
た
び
ご

宝
宝
、
書
が
ま
宝
ま
っ
宝
宝
賜
さ
れ
宝
宝
宝
こ
宝
が
指
摘
で
き
宝
。
こ
う
し
た
傾
向
は

将
軍
家
慶
宝
も
み
ら
れ
、
主
従
の
絆
を
深
め
宝
こ
宝
が
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
宝
考
え

ら
れ
宝
。
宝
り
わ
け
書
は
絵
画
宝
比
べ
宝
具
体
的
な
文
言
が
記
さ
れ
宝
こ
宝
か
ら
、
揮

毫
者
の
思
想
や
信
条
が
あ
ら
わ
れ
や
宝
宝
。
自
ら
の
決
宝
表
明
や
家
臣
へ
期
待
宝
宝
宝

こ
ろ
を
示
唆
し
、
ま
た
時
宝
場
合
、
宝
賜
宝
宝
宝
手
宝
よ
っ
宝
は
訓
戒
を
与
え
宝
手
段

宝
も
成
り
得
宝
。
本
書
の
場
合
、
多
く
宝
日
付
が
明
記
さ
れ
宝
こ
宝
か
ら
、
慶
勝
を
取

り
巻
く
政
治
状
況
宝
宝
賜
先
・
文
言
の
検
討
が
あ
宝
程
度
可
能
だ
が
、
数
も
多
宝
こ
宝

か
ら
、
本
稿
で
は
藩
政
を
左
右
宝
宝
重
要
人
物
や
政
治
的
な
動
き
が
あ
っ
た
時
期
を
一

部
取
り
上
げ
た
の
み
で
、
表
面
的
な
検
討
宝
終
始
し
た
。
今
後
、
慶
勝
宝
宝
賜
先
の
家

臣
宝
の
関
わ
り
が
明
ら
か
宝
な
っ
宝
く
宝
上
で
、
本
書
の
記
録
が
参
考
宝
な
宝
宝
思
わ

れ
宝
。

ま
た
、
慶
勝
が
幕
末
の
三
筆
の
一
人
で
あ
宝
市
河
米
庵
宝
学
び
、
揮
毫
の
文
言
も
米

庵
の
『
墨
場
必
携
』『
五
体
墨
場
必
携
』
か
ら
多
く
を
採
用
し
宝
宝
宝
こ
宝
を
明
ら
か

宝
し
た
。
米
庵
が
宝
り
わ
け
人
気
を
誇
っ
た
の
は
、
そ
の
風
格
あ
宝
書
風
だ
け
で
な

く
、
数
多
く
の
漢
藉
宝
接
し
宝
き
た
米
庵
が
書
の
揮
毫
宝
ふ
さ
わ
し
宝
文
言
集
を
編
纂

刊
行
し
、
普
及
さ
せ
た
こ
宝
も
一
因
宝
思
わ
れ
宝
。

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
宝
よ
り
、
明
治
五
年
以
降
の
記
録
宝
宝
宝
宝
は
割
愛
し
た

が
、
書
状
や
公
式
文
書
だ
け
で
は
う
か
が
宝
切
れ
な
宝
主
従
関
係
や
交
友
関
係
を
探
宝

上
で
も
本
書
の
検
討
は
有
効
で
あ
り
、
ま
た
慶
勝
以
外
の
歴
代
藩
主
の
文
芸
的
な
書
宝

宝
宝
宝
も
機
会
を
改
め
宝
今
後
検
討
し
宝
宝
く
こ
宝
宝
し
た
宝
。
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通番 日付 材質・体裁・
書体 内容 下賜・贈答先 役職 出典

1 嘉永2年10月2日 行 曽子日三省 成瀬隼人正（正住） 付家老 『論語』学而第1、『墨場』
鑑戒類、『書家』

2 同 忠則無二心 竹腰兵部少輔
（正富） 付家老　 『六韜』龍韜・論将篇、

『墨場』鑑戒類
3 草 静者心自妙 佐枝将監（種武） 家老 『墨場』間適類 
4 嘉永2年10月 草 交善如蘭芝 中西筑前守（長毅） 家老 『墨場』鑑戒類
5 行 学者如登山　 鈴木弾正（重到） 側用人 『中論』、『墨場』鑑戒類
6 行 盡心則無媿 津田縫殿（式三郎） 側用人 『墨場』鑑戒類

7 嘉永2年10月21日 草 守道有天知 滝川又左衛門
（忠貫） 用人 『墨場』鑑戒類

8 嘉永3年2月28日 草 春融瑞氣浮 天野藤十郎 用人 『墨場』春類
9 同 松號一逕風 成瀬大内蔵 用人 『墨場』冬類
10 行 学者如登山 間宮金之丞 用人 『中論』、『墨場』鑑戒類
11 同 忠孝無殊道 野崎兵庫 用人 『墨場』鑑戒類
12 草 老伴無如鶴 松村新兵衛 勘定奉行　 『墨場』間適類
13 行 醸芳 津金太兵衛 御小納戸 『墨場』春類、『書家』

14 同
惜日力而以赦其勤精體
認而以充其知退嗜好
而専其業謹行事
而以験共用

石川安正 奥医師 『墨場』宋趙景緯進学四箴

15 行 平恕 茶屋長與 尾州茶屋家 『墨場』鑑戒類

16 草 千丈帰心詩巻裏
一襟豪気酒杯間 浅野永十郎 鎰丸小性頭取 『墨場』鑑戒類

17 草 御絵銀河　七夕御作 細井古次郎 小姓頭取

18 亥（嘉永4年）5月22日 行 全帋 曲几清時裏
閒心太古前 松井喜多治 御小納戸 『元詩選』8、『墨場』間適

類
19 同 同 醸芳 鈴木蘇武左衛門 御小納戸頭取格 『墨場』春類、『書家』
20 草 同 福如雲 平岩七十郎 鎰丸小姓頭取格 『五体』春類 
21 行 半 畏天而敬人 渡邊弥十郎 小姓 『孔子家語』弟子行
22 同 同 新月始澄秋 村瀬斧三郎 御小納戸頭取 『墨場』秋類

23 同 同 曽子日三省 近藤新右衛門 御小納戸 『論語』学而第1、『墨場』
鑑戒類、『書家』

24 草 同 霜墮中天衣覚冷月臨
虚牖帋倫明 内藤喜左衛門 広敷用人 『墨場』冬類

25 草 同 旭日開三陽 青山壮八郎 御小納戸
26 行 絹 春艸学花香 松井市兵衛 御小納戸 『墨場』春類
27 草 半 鶴声秋更高 曲渕平三郎 御小納戸 『墨場』秋類
28 同 同 室静詩思深 浅野永十郎 鎰丸小姓頭取（定詰） ※1
29 同 同 良晤心神舒 小田甚作 小姓 『墨場』間適類
30 草 半 室静詩思深 澤田庫之進 小姓 ※1
31 艸 同 春風生福寿 大塩弥平太 御小納戸 『墨場』春類
32 草 同 学者如登山 細井古次郎 小姓頭取 『中論』、『墨場』鑑戒類
33 艸 同 鶴形号龍骨 天野良太郎 小姓
34 同 同 心因静處寛 土屋勘三郎 御小納戸 『墨場』間適類、『書家』

35 鵞箋 隷 崔子玉座右銘
　源慶恕 長谷川惣蔵 御小納戸 『墨場』漢崔子玉座右銘

36 全紙 草 清露 永田一郎左衛門 小姓頭取 『墨場』夏類
37 半切 草 雨収花竹涼 阿部富三郎 小姓頭取格 『墨場』秋類
38 全紙 隷 得月 間瀬鉄太郎 小姓頭取 『墨場』秋類
39 全紙 行 斉寿 廣田喜三郎 中奥小姓 『墨場』春類
40 半切 行 萬年長寿杯 藤井章次郎 小姓か
41 全紙 行 斉寿 内田□之進 豊之進か  小姓 『墨場』春類

42 絹地横物
御細字草 後赤壁文 津金太兵衛 小姓

43 全帋 二字行 眉寿 中野清右衛門 御小納戸頭取・書院番
格・広敷用人 『詩経』七月、『書家』

44 絹地 行 一巻詩書三尺剱 松平甚之進 御小納戸頭取
45 全紙 草 栄槿 飯沼定右衛門 御小納戸頭取介 『墨場』夏類
46 壱行 行書 其行峻而通 尾上宗十郎 御小納戸肝煎 『墨場』鑑戒類

47 半切 行 徳者福而（之）基 大森勘之丞 御小納戸頭取 『墨場』鑑戒類

48 半切 草 鶴舞助秋聲 稲葉七蔵 御小納戸肝煎 『墨場』秋類
49 半切 草 詩情 水野清十郎 御小納戸
50 全紙 草 栄槿 細井三八郎 御小納戸 『墨場』夏類
51 半切 草 寒巖一樹松 三枝甚左衛門 御小納戸 『墨場』冬類、『書家』
52 半切 草 松號一逕風 長岡権六 御小納戸 『墨場』冬類
53 全帋 隷 得月 石川辰次郎 表坊主組頭並 『墨場』秋類
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54 半切 行 学進而識進 新井清三郎 御小納戸 『墨場』鑑戒類
55 半切 行 学者如登山 外山源次郎 御小納戸 『中論』、『墨場』鑑戒類
56 全帋 草 高節 米倉半兵衛 御小納戸 『墨場』秋類

57 御扇面 行
千里神龍化作翁月明吹笛
倚龍宫曲聲不許人間聴㪚
入重湖半夜風

阿部富三郎 小姓頭取格 『海叟集』4

58 全帋　御草書

洮州緑玉試松花星潭
黒雲走風沙龍蛇起
陸鷹入骨却愁雷電
奪神物

富永孫一郎 勘定奉行 『誠斉集』

59 子（嘉永5年）2月28日 全帋 草 楽天
田宮弥太郎 御小納戸頭取

『易経』繋辞上、『孟子』
梁恵王章句下

60 聯落し 草 素志與白雲同悠
高情與青松共爽 『墨場』間適類

61 半切一行 行 千里電一駿 中野惣太郎 小姓

62 半切二行 行 人君信而號令成
人臣信而邦家榮 三浦鍋次郎 小姓 『墨場』鑑戒類

63 全帋 草 楽天 肥田孫三郎 小姓 『易経』繋辞上、『孟子』
梁恵王章句下

64 全帋四行 草

淡々春風酔物美南園
日暖□烟霞啼学遠
□□奥硝破梅花三
両□一配
　□守美□　□堂

清水金左衛門 御小納戸

65 半切 草 鶴聲秋更高 奥平粂之助 御小納戸 『墨場』秋類
66 全帋 草 高節 横井定四郎 御小納戸兼鷹匠頭 『墨場』秋類
67 半切 草 静慰翰墨場 遠山半三郎 御小納戸

68 同 二行 草 龍鱗柳弱垂朝露
麈尾松高揮夜風 井出健之進 御小納戸 『墨場』 春類

69 半切 草 室静詩思深 大河内存真 奥医師 ※1
70 同 行 読書志弥高 並河芳庵 奥医師 『墨場』鑑戒類
71 同 行 閑居玩萬物 服部草玄 奥医師見習 『文選』
72 同 行 萬年長寿昌 平野春策 医師 『松雪斎集』
73 全帋 草 養寿 髙橋逸安 奥医師見習 『史記』老子列伝
74 同 行 斉寿 三村玄澄 奥医師 『墨場』春類
75 （嘉永5年）閏2月26日　同 半切草 良晤心神舒

大奥 

『墨場』間適類
76 同 静中同妙理
77 同 行 月以表我心 『墨場』鑑戒類
78 同 草 心因静處寛 『墨場』間適類、『書家』

79 子（嘉永5年）10月16
日 全帋 草 帰一 興正寺 尾張家菩提寺

80 半切 行 曽子曰三省 松村新太郎 御小納戸頭取 『論語』学而第1、『墨場』
鑑戒類、『書家』

81 行 半切 敬者道之根 小出寅三 小姓 『墨場』鑑戒類
82 同 同 厚靖和端荘 藤井伊左衛門 不明 『墨場』鑑戒類
83 草 同 静中同妙理 加藤銊蔵 不明
84 行 同 畏天而敬人 林金次郎 御小納戸 『孔子家語』弟子行
85 同 同 少成若天性 岩田弥左衛門 御小納戸肝煎 『顔子家訓』

86 草 同 瞻孤游之流鴻観雲
間之舞鶴 鈴木安次郎 御伽 『墨場』秋類

87 草 同 心因静處寛 土肥蔵之丞 御小納戸 『墨場』間適類、『書家』
88 行 同 福星開寿域 青山辰之丞 御小納戸 『墨場』春類
89 同 同 松亀見貞心 大奥

90 草 同 素志與白雲同悠
高情與青松共爽 神保勝之助 御小納戸 『墨場』間適類

91 草 同 松亀見貞心 古川弥八助 不明
92 同 同 同 角田市左衛門 貞慎院用人・広敷用人

93 草 同 山中習静観朝槿松
下清斎折露葵 古川小三郎 不明

94 行 同 心如天地者明行如縄
墨者章 小出蕉蔵 御側物頭・御小納戸頭

取 『墨場』鑑戒類

95

（嘉永5年）10月28日

絹一尺
四方程行

　　秋海棠　兪琬綸
春色先陰到海棠獨留
此種占秋芳稀疎㸃綴猩
紅小堪佐黃花薦客觴
　　　　盛斎書

近衛忠煕●

96 同 草

　　白牡丹　韋荘
閨中莫妬新粧婦陌上須
慚傅粉郎昨夜月明渾似
水入門惟覺一庭香

『浣花集補遺』
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97 同 行

　　柳　賀知章
碧玉粧成一樹高萬條垂
下緑絲絛不知細葉誰裁
出二月春風似剪刀

98 同 草

　　竹　李建勲
瓊節髙吹宿鳯枝風流交
我立忘皈最憐瑟々斜
陽下花影相和滿客衣

99 丑（嘉永6年）2月23日 全帋 行 寛栗
角筈（松平義建）● 慶勝実父

100 同 草 雅静 『墨場』間適類

101 行二幅揃 得意花顔色
會心鳥語音 『墨場』夏類

102 同 心正則筆正 桜井乙四郎 寄合 『墨場』鑑戒類、『書家』
103 丑（嘉永6年）2月24日 全帋 草 益帰 渋谷三左衛門 御簾中用人・広敷用人
104 同 同 養寿 間瀬権右衛門 貞慎院用人・広敷用人 『史記』子列伝

105 同 二行 詩情光日月
筆力動乾坤 武野新右衛門 用人格・利姫用人 『全唐詩』510

106 半切 行 顔生躬四勿 田中宗芸 奥医師 『墨場』鑑戒類、『書家』
107 同 草 春好昇平日 小野藤左衛門 御小納戸広敷懸

108 半切 行 曽子日三省 鈴木惣五郎 御小納戸広敷懸 『論語』学而第1・
『墨場』鑑戒類、『書家』

109 同 春風生福寿 中嶋養忠 貞慎院・御簾中御匕 『墨場』春類
110 同 松號一逕風 渡辺道栄 御簾中御匕 『墨場』冬類

111 同 端盛以處之 真野与一左衛門 広敷物頭格 『太平御覧』、
『墨場』鑑戒類

112 同 二行 漁竿冷侵半絲月
牛背閑消一笛風 渡辺道需 奥医師 『墨場』秋類

113 同 草 心因静處寛 加藤常春 不明　御匕か 『墨場』間適類、『書家』

114 同 行 二行 内不自欺忠是體
推己及物恕行焉 小野澤右衛門 広敷物頭 『墨場』鑑戒類

115 同 草 学者如登山 平野春澤 奥医師 『中論』、『墨場』鑑戒類

116 同 同 二行 萬頃煙波鷗境界
九秋風露鶴精神 久野彦八郎 御小納戸広敷懸 『劎南詩稾巻』43、

『墨場』秋類
117 同 草 鶴聲秋更高 水野源六左衛門 御小納戸広敷懸 『墨場』秋類
118 以下御貯 全帋 行 寛栗 安藤喜多作 小姓
119 半切 行 鶴形号龍骨 渡邊賢之助 小姓
120 同 草 学者如登山 梶川小六 御小納戸 『中論』、『墨場』鑑戒類
121 同 良晤心神舒 山口勝三郎 側物頭・御小納戸頭取 『墨場』間適類
122 半切 行 少成若天性 五味三郎 小姓 『顔氏家訓』教子
123 同 行 間居玩萬物 太田源之進 御使番 『文選』
124 同 草 心平意自□ 竹腰文九郎 御小納戸
125 同 室静詩思深 遠山惣三郎 御小納戸 ※1
126 同 新月始澄秋 青山保吉 御小納戸 『墨場』秋類
127 同 寒厳一枝松 桜井乙四郎 小姓 『墨場』冬類
128 絹地横額 □静 高須行基寺 高須松平家菩提寺
129 同 同 恵日増光 日光日増院
130 全紙 行 行覚 田辺四郎右衛門 近習寄合
131 同 必中 稲富四郎 中奥寄合 
132 同 三学 柳己右衛門 不明　
133 半切 行 学者如登山 渡辺小半蔵 不明　 『中論』、『墨場』鑑戒類
134 同 草 一巻詩書三尺剱 津田伴之丞 不明　
135 同 行 清修如野鶴 川澄理兵衛 御小納戸 『墨場』間適類
136 同 草 春草学花香 横井雅楽 不明 『墨場』春類
137 同 寒厳一枝松 大道寺孫四郎 寄合 『墨場』冬類
138 鶴聲秋更高 滝川又左衛門 側用人 『墨場』秋類
139 同 行 少生（成）若天性 富永孫太夫 側用人（安政4年～） 『顔子家訓』
140 春融瑞氣浮 高橋司書 年寄 『墨場』 春類

141 曽子曰三省 中村勝太郎 戸山屋敷奉行 『論語』学而第1、『墨場』
鑑戒類、『書家』

142 鶴舞助秋聲 織田捨吉 大寄合（安政2年～） 『墨場』秋類
143 春風生福寿 荒川蔵主 馬廻頭 『墨場』春類
144 一日清閑一日福 志水半三郎 年寄列（安政5年～） 『墨場』間適類、『書家』
145 安政2乙卯年 全紙 二字半 鶴群

松平讃岐守（頼胤） 讃岐高松藩主
146 絹地 草 月落鳫啼　全詩

147 横物 行 楽天
丹羽左京大夫

（長富）
陸奥二本松藩主、
正室矩姫実父

『易経』繋辞上、『孟子』
梁恵王章句下

148 　　 行 益寿 『史記』武帝紀
149 半切 草 老伴無如鶴 『墨場』 間適類
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150 横物 行 慎忍 遠藤式部少輔
（胤昌）

高須松平9代義和4男、
近江三上藩世子 『略可法』

151 草 同 人因静處寛 田中儀兵衛 小姓頭取
152 草 養寿 石井隆庵 奥医師 『史記』老子列伝
153 行 寛厚而愛人 堀治部右衛門 御小納戸

154 絹地二行物 洞天一品元章石
明月三人太白盃 平野 ● 女中か

155 御短冊 都の春月ノ御歌 内藤喜左衛門 町奉行・書院番頭格
156 安政2年御在国中 御短冊御詠 弓張の 横井孫右衛門 側用人
157 御詠御短冊 水野源六左衛門 御小納戸・広敷懸
158 半切 草 静中得妙理 豊嶋 女中か
159 同 老伴無如鶴 花嶋 女中か 『墨場』間適類

160 半切 行 盡心則無媿 滝尾 女中か 『淵鑑類函』281、『墨場』
鑑戒類

161 御短冊 とことはに 玄蕃 大道寺玄蕃か
162 同 いつまてか 十郎左衛門 不明
163 同 からわぬ色ハ 弥五兵衛 幡野弥五兵衛か　
164 半切 草 鶴舞助秋聲 神谷房十郎 小姓頭取 『墨場』秋類
165 同 一日清閑一日福 毛利甚五左衛門 御小納戸 『墨場』間適類
166 同 春融瑞氣浮 小笠原龍三 小姓 『墨場』春類
167 同 風是聖之清 埴原次郎右衛門 寄合 『墨場』間適類
168 全帋 草 雅静 西川重大夫 不明 『墨場』間適類
169 同 益寿 髙橋元龍 奥医師見習 『史記』武帝紀
170 絹半切 草 良晤心神舒 山田梁山 奥医師見習 『墨場』間適類
171 全紙 草書 高節 松井小十郎 寄合組 『墨場』秋類
172 御短冊　 山居春月 とふ人も 松井喜多治 小姓

173 絹地 熱田文庫 植松庄左衛門●
御奉納 明倫堂典籍次座

174 絹地板表紙
御箱入

孝経　壱部
御印章アリ

熱田御文庫へ表向
　同

175
全紙絹地
謙信／信玄
御画二幅

游亀 摂津守（松平義建）

176 唐紙半切横額 春機 岩本信太郎 近習寄合

177 御短冊 山居春月 とふ人も 平岩七十郎、
神谷房十郎

平岩:小姓頭取
神谷:小姓

178 御短冊 老か身を
阿部清兵衛 明倫堂督学

御画 すかきニきほくす
179 半切 荘子ニ蝶御画 平川助左衛門 御小納戸・鷹匠頭
180 同断 冨士見西行 小田甚太郎 御小納戸
181 同 松 小出寅三 小姓
182 同 浦島太郎 五味三郎 小姓
183（安政3年）辰11月7日 全唐帋 静適 長屋紋右衛門 御側大寄合（側用人） 『五体』間適類
184 同 寛栗 田宮弥太郎 御側大寄合（側用人）
185 半切 横額行 通玄亭 寂奥（光）寺

186 巳（安政4年）8月
御認直し被下置 唐紙 半切 草 通玄峰頂有是人間心外

無法満目青山 同人

187 御扇面　 雁 桜井乙四郎 小姓
188 半切 行 至孝化羣生 恩田鐸三郎 御小納戸・奥御番 『墨場』鑑戒類

189 同 行 忠則無二心 平川助左衛門 御小納戸・鷹匠頭 『六韜』龍韜・論将篇、『墨
場』鑑戒類

190 同 草 山月夜窓寒 大奥 『墨場』冬類
191 辰（安政3年）11月13日 絹地横額 幽翁 大塩幽翁 不明
192 半切 丹心抱忠貞 大奥　牧野 『墨場』鑑戒類
193 同 草 山峰染月寒 清水金左衛門 『淵鑑類函』、『墨場』冬類
194 同 行 江山景物新 勝野 不明 女中か 『墨場』春類

195 大鵞箋 行
明倫堂御納

尊徳性而道問学致
廣大而尽精微極高
明而道中庸温故而
知新敦厚以崇禮

阿部清兵衛● 明倫堂督学 『中庸』雍也第6

196 巳（安政4年）2月18日 半切 行 曽子日三省 松御殿 矩姫 『論語』学而第1、『墨場』
鑑戒類、『書家』

197 同（安政4年）3月15日 全紙 御大字 清咊 大奥 岡田 女中 『墨場』夏類

198 ヌメ横額 行 確堂 越後守隠居　松平
確堂（斉民） 津山藩主

199 唐紙横額 清閑 内藤駿河守（頼寧） 信州高遠藩主
200 御短冊 庭松　庭乃おと 成瀬豊前 用人
201 巳（安政4年）8月 唐紙半切 行 忠孝無殊道 箕形徳之丞 小姓 『墨場』鑑戒類
202 同 草 静中得妙理 勝野釜之丞 小姓
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203 同 行 福者寿之基 荒川甚作 小姓 『墨場』鑑戒類

204 同 行 沈毅多大略 『晋書』景帝、『墨場』鑑
戒類

205 同 草 鶴舞助秋聲 『墨場』秋類
206 同 草 静中得妙理 都筑吉太郎 徒組本役

207 全紙 行 詩情光日月
筆力満（動）乾坤 渡邊半十郎（在綱） 寺社奉行 『全唐詩』510

208 半切 行 清修如野鶴 高木作十郎 用人 『墨場』間適類
209 同 草 風琴萬壑松 『墨場』秋類
210 同 行 徳者福之首 若井重右衛門 不明 『墨場』鑑戒類、『書家』

211 辰年（安政3年）
被下洩レ 全紙 草 備荒要淅水 村瀬新十郎 上有知代官

212 続守務 上有知代官陣屋付
213 巳（安政4年）12月7日 半切 一行　 明月流素光

大奥 桂山初3人
『墨場』秋類

214 同 明月流素光 『墨場』秋類
215 同 明月流素光 『墨場』秋類

216 巳（安政4年）12月晦
日 全帋 行 克己 内田忠蔵 尾張商人  『論語』顔淵第12

217 同 行 好禮 伊藤次郎左衛門 尾張商人 『論語』憲問第24
218 同 草 令徳 関戸哲太郎 尾張商人
219 午（安政5年）正月5日 絹地 御画 ガマ仙人 大塩幽翁
220 同（安政5年）2月14日 絹地 御画　 馬上看月ノ圖 澤田庫之進 小姓頭取
221 絹地 同　 テツカイノ圖 堀勘兵衛 御小納戸
222 午（安政5年）2月15日 御短冊　 禁中春月 九重の 川澄理兵衛 御小納戸
223 御短冊 古松 枝かわす　 内田伊右衛門 小姓頭取
224 （御短冊） 初春 久かたの 中野惣太郎 小姓頭取
225 午（安政5年）2月19日 半切 行 □敬而有禮 石河佐渡守（光晃） 家老 『論語』顔淵第12

226 同 同 沈毅多大略 大道寺玄蕃（直寅） 年寄加判 『晋書』景帝、『墨場』鑑
戒類

227 同 同 思不出其位 山澄右近（豊欽） 年寄加判 『論語』憲問第14
228 同 万年長寿昌 横井孫右衛門 年寄並加判 『松雪斎集』

229 同 草 静中得妙理 下條庄右衛門
（正従） 年寄並加判 

230 全紙 行 詩情光日月
筆力満（動）乾坤

成 田 六 郎 左 衛 門
（喜輔） 御側大寄合（側用人） 『全唐詩』510

231 半切 行 忠信以為宝 渡辺半十郎（在綱） 寺社奉行 『礼記』儒行第41 

232 全紙 行 無窮如天地
不竭如江海（河） 千賀与八郎 用人・御側懸 『孫子』勢篇

233 半切 草 無事是貴人 佐藤弥平次 用人・御側懸 『臨済録』
234 同 行 渾身而洛徳 石河主計 用人

235 同 草 端盛以處之 小笠原三九郎 用人 『太平御覧』、『墨場』鑑戒
類

236 同 行 学以致其道 高木作十郎 用人 『論語』子張第19
237 全帋 草 静適 竹居新吉郎 御錠口番 『五体』間適類
238 半切 草 一日清閑一日福 舎人源七郎 御錠口番 『墨場』間適類

239（安政5年）9月26日 全紙草書□□ 鶴驚秋露三更月
虎嘯疎林萬壑風

竹腰兵部少輔
（正富） 付家老 『墨場』秋類

240（安政5年）12月26日 御短冊 しら雪と 中島養忠 奥医師
241 未（安政6年）7月13日 半切 行 飲酒全其神 馬場三十郎 小姓・中納言付※2 『墨場』間適類

242 同 一巻詩書三尺剱 高野弥一郎 御小納戸・中納言御用
向

243 同 寿者福之首 須加（賀）井鍵吉 小姓・中納言付 『墨場』春類、『書家』
244 同 楽志一家春 大道寺春五郎 小姓・中納言付 『墨場』春類
245 同 南山祝寿長 原鶴松 小姓・中納言付 『墨場』春類

246 同 草二行 竹下涼蟾輝几杖
花間螢火静琴書 服部鑛吉 小姓・中納言付 『墨場』夏類

247 同 行 丹心抱忠貞 毛利富太郎 小姓・中納言付 『墨場』鑑戒類

248 同 沈毅多大略 市橋新内 御小納戸・中納言付 『晋書』景帝、『墨場』鑑
戒類

249 同 草 松號一逕風 勝野駒次郎 御小納戸・中納言付 『墨場』冬類
250 同 行 清修如野鶴 菅谷鎗吉 御小納戸・中納言付 『墨場』間適類
251 同 行 幽勝似僊家 熊谷七郎 御小納戸・中納言付 『墨場』間適類
252 行 幽閒少是非 塩川清次郎 御小納戸・中納言付 『墨場』間適類
253 草 秋高佳風月 山田源之丞 小姓・中納言付 『墨場』 秋類
254 上村吉右衛門 御小納戸・中納言付
255 行 寿與老松齊 渡辺同需 奥医師
256 同 春好昇平日 鈴木小藤太 馬廻（安政7年～）

257 （短冊） 古松 枝かわす 小出半右衛門 御小納戸頭取・御側物
頭

258 同 運用之妙存於（乎）一心 大田耕庵 奥医師見習 『宋史』岳飛伝
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259 同 読書志弥高 中嶋三伯 奥医師見習 『墨場』鑑戒類
260 同 鶴声秋更高 村井甫庵 奥医師見習 『墨場』秋類
261 同 江山景物新 久保文山 奥医師見習 『墨場』春類
262 同 顔生躬四勿 中嶋忠順 奥医師見習 『墨場』鑑戒類、『書家』

263 絹横物 福寿 松井市兵衛 御小納戸頭取・中納言
付

264 同 ふじ御画賛 大森甚左衛門 御側物頭・御小納戸頭
取・前中納言付

265 楷 少彦名命 田中宗芸 奥医師
266 （短冊） 鶴　初春の 桜井乙四郎 小姓頭取・中納言付

267 （短冊） 菊　白菊の 渋谷三左衛門 中納言御簾中用人・
戸山御殿広敷用人

268 （短冊） 鶴　老つる乃 細井三八郎 御小納戸頭取・中納言
付

269 鶴群 成瀬隼人正
（正肥） 付家老

270 清邊 松御殿（矩姫）
271 寛栗 山路 女中か
272 富潤屋徳潤身 髙橋玄庵 奥医師見習 『大学』伝六章、『書家』
273 絹地額面 碧蓮 大奥
274 雍泰 加藤三五郎 不明

275

新樹如煙夏気清勃鳩恰々
満園晴傍花橋外薫風爽
望野亭邉夕日朝勝景偏
宜幽處賞吟情都向酔
中生一樽聊此娯餘暇慙汝
謙々称寵菊

竹腰兵部少輔
（正富） 付家老 戸山邸漢詩

276 （短冊） 今日ことに 大森甚左衛門 御小納戸頭取・御側物
頭前中納言付

277 （短冊） 春秋を 松井市兵衛 御側物頭・御小納戸頭
取・前中納言付

278 文久3年京師ニ而被
下 ヌメ横額 晩翠 堀勘兵衛 御小納戸頭取・御側物

頭・前中納言付

279 同年（文久3年）5月17
日 同 晩翠 稲葉兵部少輔

（正巳） 安房館山藩主・若年寄

280 額面 同行 楽山 田沼玄蕃頭
（意尊） 遠江相楽藩主・若年寄 『論語』雍也第6

281 同年（文久3年）
京師おゐて 唐紙 二行物 君以明為聖

臣以直為忠 水野和泉守
（忠精） 出羽山形藩主・老中 『墨場』鑑戒類

282 唐紙 一行 松竹助清幽 『墨場』間適類、『書家』

283 全唐紙 二行 日永一堂静
草生三径深 板倉周防守

（勝静） 備中松山藩主・老中 『墨場』夏類

284 ヌメ額 観水
285 唐紙 一行 読書志弥高 奥御右筆 『墨場』鑑戒類
286 亥（文久3年）9月 勇義 永井九一郎 小姓・前大納言付
287 忠貞 相原七郎兵衛 御小納戸・前大納言付 『墨場』鑑戒類

288 戒式 箕形辰之丞 小姓頭取・前中納言御
側

289 子（元治元年）正月 唐紙横額 尚高節 成瀬隼人正
（正肥） 付家老

290 ヌメ二行物 君以明為聖
臣以直為忠

近衛前関白
（忠煕） 『墨場』鑑戒類

291 一行物 素志與白雲同悠
高情與青松共爽

近衛内大臣
（忠房） 『墨場』間適類

292 唐紙半切壱行 寿與老松斉 徳大寺右大臣
（公純）

293 唐紙横額 威徳 健（ママ）中寺 尾張家菩提寺
294 子（元治元年）正月 唐帋半切壱行 恵日照世間 健（ママ）中寺 同上
295 同 半切壱行 寿與老松斉 土岐新之丞 小姓・前大納言付
296 同 心因静處寛 高木常之丞 小姓・前大納言付 『墨場』間適類、『書家』
297 同 畏天而敬人 成田粂之丞 小姓・前大納言付 『孔子家語』弟子行
298 同 静中得妙理 長野長三郎 小姓・前大納言付
299 子（元治元年）正月 半切壱行 昇平多楽事 成田宗一郎 御小納戸・前中納言付 『五体』春類 
300 半切 春風生福寿 相原七郎兵衛 御小納戸・前大納言付 『墨場』春類
301 同 萬年有□□ 間宮伴左衛門 御小納戸・前大納言付
302 同 寿與老松斎 水野順三郎 御小納戸・前大納言付

303 同 楽志一家春 平岩万三郎 御使番並・
元千代御小納戸 『墨場』春類

304 同 老伴無如鶴 野崎藤六郎 元千代小姓頭取 『墨場』間適類
305 同 静中得妙理 堀田鉄次郎 小姓頭取
306 同 福星開寿域 滝本甚三郎 馬廻組 『墨場』春類
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307 同 独釣寒江雪 寺山乕助 御小納戸・広敷懸・前
大納言付 『墨場』冬類

308 同 御画 間宮伴左衛門 御小納戸・前大納言付
309 ヌメ 観水 小瀬新太郎 側用人・前大納言付
310 同 松竹助清幽 吉田猿松 小姓頭取 『墨場』間適類、『書家』
311 同 南山祝寿長 鈴木善之助 西洋銃陣隊 『墨場』春類
312 同 忠信以為寶 永井九一郎 小姓・前大納言付
313 全唐帋大字 静適 飯島斧吉 小姓介・前大納言付 『五体』間適類

314 ヌメ二行物 君以明為聖
臣以直為忠 佐々木弥兵衛 元千代小姓頭取 『墨場』鑑戒類

315 御半切唐紙 松高白鶴眠 秦魁之丞 元千代小姓

316
絹地
長沼外記像
御讃

粛洒風莱凛烈
操節
　就澹斎長沼翁
　傳中特表章此二
　句以為後學立仰
　止之標準

高須日新堂●
（澤田彦之進取次） 高須藩校／澤田は不明

317 唐紙 同断御讃 近松彦之進 新番頭格・御小納戸頭
取・軍制御用

318
（元治元年）3月26日
左之部御在京中
被遣候

ヌメ地 一貫百法 近衛家司

319 絹地 忠則無二心 鷹司前関白
（輔煕）

『六韜』龍韜・論将篇、
『墨場』鑑戒類

320 同 心因静處寛 東本願寺 『墨場』間適類、
『書家』

321 同 静者心自妙 東本願寺院家 『墨場』間適類 

322 同 忠則無二心 同　家司 『六韜』龍韜・論将篇、
『墨場』鑑戒類

323 同 曽子曰三省 同　用人 『論語』学而第1・
『墨場』鑑戒類、『書家』

324 同 沈毅多大略 松平大和守
（直克） 川越藩主 『晋書』景帝・

『墨場』鑑戒類

325 行書 寶祚之隆當與天
壌無窮者矣

遠山隠岐守
（資尹） 旗本・禁裏付 『日本書紀』第2

326 草書

旭日旗瓢旭日舟
神風直截大洋
流君舟臣水能
和適旭日何□照
五洲
　右ハ源烈公御詠と
　弐幅対ニ願ひ之由

永井主水正
（尚志）● 旗本・大目付

327 （短冊） 人ミなの
　右御乗船之節之御詠

328 絹地 安清 秋月右京亮
（種樹）

高鍋藩世嗣、
将軍家茂侍読  

329 同 遇仙楼 東本願寺
330 同 心正則筆正 西本願寺 『墨場』鑑戒類、『書家』
331（元治元年）6月29日 絹地 至孝化羣生 『墨場』鑑戒類
332 同 秋高佳風月 『墨場』 秋類
333 同 楽其生保其寿 『墨場』 間適類
334 同 楽志一家春 『墨場』春類
335 同 学者如登山 『中論』、『墨場』鑑戒類
336 同 一巻詩書三尺剱
337 同 日暖帝城春 『墨場』春類
338 同 静者心自妙 『墨場』 間適類 
339 絹地 丹心抱忠貞 『墨場』鑑戒類
340 同 松竹助清幽 『墨場』間適類、『書家』
341 同 南山祝寿長 『墨場』春類
342 同 南山同聖寿 『墨場』春類
343 挙盃邀清光 尾崎太郎吉 不明 『墨場』秋類
344 楽分 茜部小五郎 小姓 『墨場』間適類
345 千里電一駿 大津友吉 小姓
346 一統太平世界 鈴木鎗次郎 御小納戸・大納言付 『墨場』夏類
347 室静詩思深 三村久次郎 小姓 ※1
348 秋高佳風月 永田龍次郎 御小納戸 『墨場』秋類
349 明月照白雲籠 安井辰吉 御小納戸・前大納言付 『墨場』秋類
350 瑞雪近浮空 横井弥三之丞 小姓・前大納言付 『墨場』冬類 
351 露頂灑松風 上野治兵衛 広敷賄頭 『墨場』夏類
352 身閑夢亦安 村井金三郎 御小納戸・前大納言付 『墨場』間適類
353 南山祝寿長 沼田半左衛門 小姓 『墨場』春類
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354 種徳 『墨場』鑑戒類
355 鶴雲 平尾善次郎 御小納戸・大納言付 『墨場』春類
356 横額絹行 聚芳園 興正寺 尾張家菩提寺
357 草小書 心因静處寛 同断 『墨場』間適類、『書家』

358 其行峻而通 青山下野守（忠良） 丹波篠山藩主、成瀬正
肥実父 『墨場』鑑戒類

359 花座揮毫宗□香 滝川讃岐守（元義） 旗本、京都西町奉行
360 寿與老松斉 滝川播磨守（具挙） 旗本、大目付
361 仁義為準縄 成瀬隼人正（正肥） 付家老 『墨場』鑑戒類

362 端盛以處之 滝川又左衛門
（忠貫） 御前加判 『太平御覧』、『墨場』鑑戒

類
363 月以表我心 『墨場』鑑戒類
364 慶応元丑5月4日 読書志弥高 『墨場』鑑戒類
365 種徳 『墨場』鑑戒類
366 松竹助清幽 加藤岩之丞 小姓か 『墨場』間適類、『書家』
367（慶応元年）5月11日 三合一心純合 大泉太兵衛 近習寄合
368 半切 千里電一駿 大津友吉 小姓・前大納言付
369 絹 天満大自在天神 松井市兵衛 用人本役
370 額絹 慶雲興

大奥

『墨場』春類
371 一行 秋聲天地間 『墨場』秋類
372 同 幽蘭一国香 『墨場』秋類
373 一行 和安而好敬 『墨場』鑑戒類
374 横絹 寿山
375 安靖 『墨場』鑑戒類
376 清和 『墨場』夏類
377 一行草書 秋高佳風月 『墨場』秋類
378 絹半切 江山景物新 鬼頭音四郎 小姓 『墨場』春類
379 同断 一日清閑一日福 高木竹之助 御小納戸 『墨場』間適類
380 同断 和安而好敬 横井万之助 小姓 『墨場』鑑戒類
381 同断 一花開天下□ 荻野秀次郎 御小納戸

382 丑（慶応元年）
10月24日 絹地 学者如登山 伏原三位（宣諭） 『中論』、『墨場』鑑戒類

383 同 寿與老松斉 小栗下総守（政寧） 旗本、京都東町奉行
384 同 天満大自在天神 成田三友 不明
385 同 寿與老松斉 志水甲斐（忠平） 御前以来御用向見習
386 同額 楽山 服部喜八郎 御小納戸
387 同同 安靖 土岐市右エ門 御小納戸 『墨場』鑑戒類
388 懐紙 鶴の御歌 横井右衛門 御用人・寿操院御用人

389 慶応2年正月～
2月18日

破堅挫鋭
発程者郎 藤村庄太郎 不明

390 一行物 江山景物新 刑部傳之丞 小姓 『墨場』春類
391 同 顔生窮四勿 稲垣釜之丞 小姓 『墨場』鑑戒類、『書家』

392 同 美景恣歓賞 杉浦釻次郎
（貫次郎か） 御小納戸 『墨場』春類

393 同 昇平多楽事 佐分清太郎 御小納戸 『五体』春類 
394 同 瑞烟呈福寿 小塩又次郎 御小納戸 『墨場』春類

395
（慶応2年）10月14日

全紙
祖述堯舜憲
章文武上律天
時下襲水土

廣（弘）道館 水戸藩校 『中庸』第30

396 同
仰之弥高鑚之
弥堅瞻之在前
忽焉在後

水野順三郎 中奥小姓・御手筒頭 『論語』子罕第9

397（慶応2年）10月14日 御一行物 千里電一駿 大塩傳十郎 御小納戸・前大納言付
398 同 松號一逕風 土肥次郎 小姓 『墨場』冬類
399 同 千里電一駿 渡邊小膳 小姓
400 同 寒厳一樹松 富永丹次郎 御小納戸・前大納言付 『墨場』冬類、『書家』
401 同 茶煎石上昇 戸田五郎兵衛 御小納戸・前大納言付
402 同 上天祐仁聖 青木梅吉 小姓・前大納言付 『墨場』鑑戒類
403 同 終年林下人 荻野金吾 御小納戸・甲冑御用 『墨場』間適類
404 同 仁義為準縄 杉山覚三郎 小姓 『墨場』鑑戒類
405 同 幽勝似僊家 浅野吉之丞 御小納戸 『墨場』間適類

406（慶応2年）11月18日 一枚物 君以明為聖
臣以直為忠 肥田孫三郎 城代 『墨場』鑑戒類

407 全紙 山入楼中成好句
月夾窓下伴残書 津田繁吉 不明 『墨場』秋類
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408

（慶応3年か4年）
4月4日

絹地

百戦金吾出鳳城
不論減竃與添兵
夜深鴨月涼如水
誰聴虚弓落雁聲
　録古人三作贈與謙老丈宝

豊前　寺

409（慶応3年か4年）
4月30日 大巾絹御行書 楽寿 鷲津九蔵（毅堂） 広敷用人・御小納戸頭

取・明倫堂督学 『墨場』春類

410 御草書 静適 長崎　春徳寺 『五体』間適類

411 戊（明治元年）
11月3日 額 清静観

海洲（勝海舟か）●
412 一枚唐紙 寿山高萬丈

福海深千尋

413 明治2季春王正月 横図面 一命之士苟存心於愛物於人
必有所濟 笠松知縣事

（長谷部恕連）●
『近思録』

414 南邨

415 巳（明治2）正月28日 龍鱗柳弱垂朝露
麈尾松高揮夜風 小瀬新太郎 家知事 『墨場』春類

416 右大臣菅道公 岐阜奉行
荒川弥五右衛門●
岐阜学□所へ懸ル

岐阜奉行
417 大槃至成孔子

民部卿太安麻呂
418 巳（明治2年）6月6日 行 琴書且自娯 中川庄兵衛 近侍 『墨場』間適類
419 巳（明治2年）7月2日 寛栗 沢田龍太郎 昵近試補
420 寿且昌 間瀬鋼太郎 昵近 『墨場』春類
421 志欲静 内藤角二 近侍 『墨場』夏類
422 天地回春律 小菅金太郎 昵近 『墨場』春類
423 青陽兆初正 荒木三次郎 昵近 『墨場』春類
424 老伴無如鶴 芦沢直次郎 近侍 『墨場』間適類

425 松身鶴骨詩千状玉潤
氷清徳有鄰 鈴木久太郎 昵近 『墨場』春類

426 交善如蘭芝 松平春松 昵近試補 『墨場』鑑戒類
427 学者如登山 石原又市 近侍 『中論』、『墨場』鑑戒類
428（明治2年）7月4日 丹心抱忠貞 江原茂平 近侍 『墨場』鑑戒類
429 秋聲天地間 竹腰孫八郎 近侍 『墨場』秋類
430 徳者福之基 浅倉鐐七 近侍 『墨場』鑑戒類
431 吾心有（在）太古 浅井四郎兵衛 近侍 『墨場』間適類
432 南山祝寿長 小野楠之丞 近侍 『墨場』春類
433 巳（明治2年）7月14日 一枚唐紙 永寿 大奥入
434 巳（明治2年）8月26日 居家惟百忍 服部吉十郎 近侍
435 天青雁外晴 芦沢藤三 近侍 『墨場』秋類
436 菊花令人寿 永田益衞 昵近長 『墨場』秋類

437 絹地横額
行書 □月

438 同上 同 清風軒

439 同一行物
艸書 静者心自妙 『墨場』間適類 

440 全帋行書大字 安清 久世宰相（通煕）
441 全紙行書大字 安靖 石河竹次郎 内家知事 『墨場』鑑戒類
442 巳（明治2年）11月 絹地 亀鶴年寿斉 長野善太郎 副家知事補助・広敷懸 『墨場』春類
443 巳（明治2年）11月 金紙 寛楽 大奥　平野 女中 『墨場』春類
444 巳（明治2年）11月 絹地 鶴有沖霄心 山本健之丞 近侍 『墨場』春類、『書家』
445 巳（明治2年）12月 ヌメ大字 寛栗 松本新作 御手筒頭格
446 午（明治3年）6月 行 心正則筆正 内藤銕太郎 家扶頭取・五等官 『墨場』鑑戒類、『書家』
447 同 学者如登山 『中論』、『墨場』鑑戒
448 午（明治3年）12月 行 楽志一家春 山高杢平 兵書研究方総裁 『墨場』春類

449 未（明治4年）2月 絹 行 君仁莫不仁
君義莫不義 服部市太郎 不明 『孟子』第7

450 同 同

去年今夜侍
清涼秋思詩
篇獨斷腸恩
賜御衣今在
此棒持毎日
拝餘香

蒲五兵衛 任大属・出張所懸

451 未（明治4年）11月 唐紙 二行 行 君仁莫不仁
君義莫不義

岩田武之丞
村瀬立斉 医師 『孟子』第7

452 未（明治4年）2月 半切 一行 行 山如仁者静 内藤鍵太郎 五等官 『墨場』間適類
453 同 同 同 心正則筆正 岩田武之丞 御雇臨時御用 『墨場』鑑戒類、『書家』

454 唐紙 二行 行 得意花顔色
會心鳥語音 嶋沢九右衛門 家扶頭取 『墨場』春類

455 未（明治4年）8月 絹地額 謙虚 天野一雲 不明
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凡例
・適宜、旧字は新字に改めた。また年号や出典の巻数などの漢数字は算用数字に改め、干支などにより年号がわ

かる場合は、筆者が丸カッコ内に補った。
・和歌短冊は初句のみとした。
・下賜・進上した日付の区分は、筆致の違いで判断した。
・下賜・進上先のうち、大名・旗本、尾張藩重臣は諱・通称を丸カッコ内に適宜補った。
・出典のうち、市河米庵編纂『墨場必携』は『墨場』、市河米庵編纂『五体墨場必携』は『五体』、道富元礼編『書

家自在』は『書家』と略称した。
・多くは下賜・進上だが、依頼によって揮毫した場合は、宛先の名前の後に●をつけた。
・□は判読不明の文字をあらわす。
※ 1 　「室静詩思深」は、『墨場必携』秋類の「室静琴思深」をもじったと思われる。
※ 2 　「藩士名寄」には241以下、中納言・前中納言・大納言・前大納言と官職名で表記されるが、どの時点で

慶勝付となったかによって名称が異なる。いずれも慶勝を指していると考え、そのままの表記にした。

註宝
1
宝　

将
軍
や
諸
大
名
の
絵
画
の
み
を
特
集
し
た
数
少
な
宝
展
覧
会
宝
録
宝
し
宝
は
左
記
が
あ
宝
。

　

佐
藤
さ
お
り
・
安
村
敏
信
『
お
殿
様
の
遊
芸
』宝
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
宝。

宝
2
宝　

こ
う
し
た
問
題
を
指
摘
し
た
の
が
、
左
記
の
論
考
で
あ
宝
。

①
宝
川
義
宣
宝
家
康
の
書
─
現
は
れ
た
新
た
な
人
間
宝
─
宝宝『
家
康
の
書
宝
遺
品
』
宝
川

美
術
館
・
五
島
美
術
館
、
一
九
八
三
年
宝。

②
宝
川
義
宣
宝
宝
川
家
康
の
晩
年
の
手
習
宝
手
本
─
定
家
様
書
道
の
草
創
を
周
っ
宝
─
宝

宝『
金
鯱
叢
書
』
一
一
、
宝
川
黎
明
会
、
一
九
八
四
年
宝。

宝
3
宝　

①
久
能
山
東
照
宮
博
物
館
編
『
宝
川
歴
代
将
軍
の
書
画
』宝
久
能
山
東
照
宮
、
一
九
七
一
年
宝。

②
德
川
記
念
財
団
・
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
『
宝
川
将
軍
の
書
画
』宝
德
川
記
念
財
団
、

二
〇
一
四
年
宝。

③
木
宝
は
宝
か
宝
将
軍
姫
君
の
絵
画
稽
古
宝
御
絵
師
の
役
割
─
将
軍
権
威
表
出
の
一
側
面

─
宝宝『
早
稲
田
大
学
大
学
宝
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
六
、
二
〇
一
〇
年
宝。

④
木
宝
は
宝
か
宝
将
軍
家
宝
奥
宝
宝
お
け
宝
絵
画
稽
古
宝
御
筆
画
の
贈
答
宝宝『
歴
史
評
論
』

七
四
七
、
歴
史
科
学
協
議
会
、
二
〇
一
二
年
宝。

宝
4
宝　

慶
勝
を
名
乗
宝
の
は
、
万
延
元
年宝
一
八
六
〇
宝以
降
だ
が
、
本
稿
で
は
宝
慶
勝
宝
で
統
一

宝
宝
。

宝
5
宝　
宝『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
宝
み
宝
宝
川
将
軍
の
書
画
の
宝
賜
宝宝
前
掲
註宝
3
宝①
②
所
収
宝。

宝
6
宝　
宝
大
猷
宝
殿
御
実
紀
巻
卅
八
宝
寛
永
十
五
年宝
一
六
三
八
宝四
月
廿
七
日
条宝『
宝
川
実
紀
』

三
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
〇
年
第
一
刷
、
一
九
九
〇
年
第
五
刷
宝。 

宝
7
宝　
宝
台
宝
宝
殿
御
実
紀
巻
五
十
四
宝
元
和
七
年宝
一
六
二
一
宝正
月
七
日
条宝『
宝
川
実
紀
』
二
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
〇
年
第
一
刷
、
一
九
九
〇
年
第
五
刷
宝。

宝
8
宝　

前
掲
註宝
2
宝①
参
照
。

宝
9
宝　
宝
台
宝
宝
殿
御
実
紀
附
録
巻
四
宝宝『
宝
川
実
紀
』
二
、
前
掲
註宝
7
宝参
照
宝。

宝
10
宝　
宝
大
猷
宝
殿
御
実
紀
附
録
巻
五
宝宝『
宝
川
実
紀
』
三
、
前
掲
註宝
6
宝参
照
宝。

宝
11
宝　
宝
厳
有
宝
殿
御
実
紀
附
録
巻
宝
宝宝『
宝
川
実
紀
』
五
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
一
年
第
一
刷
、

一
九
九
一
年
第
五
刷
宝。

宝
12
宝　
宝
厳
有
宝
殿
御
実
紀
宝
の
う
ち
承
応
二
年宝
一
六
五
三
宝四
月
十
三
日
条
、
万
治
元
年

宝
一
六
五
八
宝七
月
廿
七
日
条
、
寛
文
二
年宝
一
六
六
二
宝三
月
六
日
条
等宝『
宝
川
実
紀
』
四
、



大
名
の
自
筆
書
画
─
宝
川
慶
勝
の
宝
御
書
被
宝
留
宝
を
中
心
宝

九
八

吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
一
年
第
一
刷
、
一
九
九
一
年
第
五
刷
宝。

宝
13
宝　

佐
藤
豊
三
宝
将
軍
家
御
成
宝
宝
宝
宝宝
八
宝宝宝『
金
鯱
叢
書
』
一
一
、
宝
川
黎
明
会
、

一
九
八
四
年
宝。

宝
14
宝　
宝
常
憲
宝
殿
御
実
紀
宝
元
禄
八
年
十
一
月
三
十
日
条宝『
宝
川
実
紀
』
六
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
三
一
年
第
一
刷
、
一
九
九
一
年
第
五
刷
宝。 

宝
15
宝　
宝
事
蹟
録
宝
第
一
一
九
冊宝
宝
川
林
政
史
研
究
所
宝
、
旧
蓬
左
文
庫
所
宝
史
料
一
四
三
─

六
宝。

宝
16
宝　

前
掲
註宝
15
宝の
う
ち
四
月
十
三
・
二
十
一
・
二
十
二
・
二
十
五
日
条
。

宝
17
宝　
宝
綱
吉
公
綱
誠
卿
麴
町
亭
御
成
略
記
宝宝
宝
川
林
政
史
研
究
所
宝
、
旧
蓬
左
文
庫
所
宝
史
料

一
三
九
─
八
一
宝

宝
18
宝　

前
掲
註宝
13
宝論
文
参
照
。

宝
19
宝　

原
史
彦
作
成
宝
宝
川
美
術
館
所
宝 

宝
川
家
康
関
連
作
品
一
覧
宝
の
う
ち
宝宝
御
清
御
長
持
宝

納
入
品宝宝
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
宝
記
載
品
以
外
宝宝宝
宝
川
美
術
館
編
『
没
後
四
〇
〇
年 

宝

川
家
康
─
天
宝
人
の
遺
産
─
』、
宝
川
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
宝。
な
お
、
家
康
の
書
状
は
右

筆
書
も
含
ま
れ
宝
宝
宝
。
ま
た
宝
御
清
御
長
持
入
記
宝
宝
は
二
代
将
軍
秀
忠
の
書
状
宝
和
歌

色
紙
も
記
載
さ
れ
宝
。

宝
20
宝　

宝
川
義
宣
宝
辻
ケ
花
宝
宝
川
家
康
の
衣
服
宝宝『
辻
が
花
─
英
雄
を
彩
っ
た
華
麗
な
絞
り
染

め
─
』、
宝
川
美
術
館
、
一
九
九
〇
年
宝。

宝
21
宝　

什
器
古
帳
三
─
六
。

宝
22
宝　

江
戸
城
宝
お
宝
宝
も
、
歴
代
将
軍
の
直
筆
は
宝
御
筆
類
宝
を
は
じ
め
宝
し
宝
宝
宸
筆
類
宝

宝
御
掛
物
宝宝
御
壺
宝宝
御
茶
入
宝
な
ど
約
六
十
種
の
項
目
宝
分
け
ら
れ
、
御
数
寄
屋
道
具
宝

し
宝
管
理
さ
れ
宝
宝
た
こ
宝
が
文
久
元
年宝
一
八
六
一
宝作
成
の
宝
御
道
具
寄
帳
宝
宝
よ
っ
宝

指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。

　

太
田
尚
宏
宝
御
数
寄
屋
の
道
具
管
理
宝宝
竹
内
誠
編
『
宝
川
幕
府
事
典
』
東
京
堂
出
版
、

二
〇
〇
三
年
宝。

宝
23
宝　

什
器
旧
原
簿
一
─
二
。

宝
24
宝　

志
賀
太
郎
宝
金
城
主
人
宝宝
宝
川
美
術
館
編
集
『
尾
張
の
殿
様
物
語
』、
宝
川
美
術
館
、
二

〇
〇
七
年
宝。 

宝
25
宝　

慶
勝
の
事
績
宝
宝
宝
宝
は
以
宝
の
書
を
参
考
宝
し
た
。

①
名
古
屋
市
役
所
編
『
名
古
屋
市
史　

政
治
編　

第
一
』宝
名
古
屋
市
役
所
、
一
九
一
五
年

初
版
、
一
九
六
八
年
復
刻
版
宝。

②
宝
三
世
紀
事
略
宝『
名
古
屋
叢
書　

第
五
巻
』宝
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
二
年

初
版
、
一
九
八
三
年
再
版
宝。

③
岸
野
俊
彦
・
黒
田
安
雄
・
遠
山
佳
治
宝
第
九
章　

幕
末
・
維
新
期
の
社
会
情
勢
宝
尾
張

藩
宝宝『
新
修
名
古
屋
市
史
』
四
、
名
古
屋
市
、
一
九
九
九
年
宝。

④
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
部
編
『
写
真
家
大
名
・
宝
川
慶
勝
の
幕
末
維
新　

尾
張
藩
主
の

知
ら
れ
ざ
宝
決
断
』宝
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
一
〇
年
宝。

⑤
原
史
彦
執
筆
・
加
藤
祥
平
一
部
加
筆
『
宝
川
慶
勝
─
知
ら
れ
ざ
宝
写
真
家
大
名
の
生
涯

─
』宝
宝
川
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
初
版
、
二
〇
一
八
年
三
版
宝。

⑥
羽
賀
祥
二
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
著
『
名
古
屋
宝
明
治
維
新
』宝
風
媒
社
、
二
〇
一
八

年
宝。

宝
26
宝　

藤
田
英
昭
宝
尾
張
宝
川
家
宝
押
付
宝
養
子
宝
関
宝
宝
一
考
察
─
天
保
一
〇
年
の
遺
領
宝
続

問
題
を
中
心
宝
─
宝宝『
宝
川
林
政
史
研
究
所
紀
要
』
五
六
、
宝
川
黎
明
会
、
二
〇
二
二
年
宝。

宝
27
宝　

木
村
慎
平
宝
第
１
章　

嘉
永
・
安
政
期
の
尾
張
藩
宝宝
前
掲
註宝
25
宝⑥
所
収
宝。

宝
28
宝　

岩
宝
哲
典
宝
御
三
家
筆
頭
宝
川
慶
勝
の
海
外
情
報
研
究
宝宝『
幕
末
日
本
の
情
報
活
動
─宝
開

宝
宝
の
情
報
史
─
』
雄
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年)

。

宝
29
宝　
宝
尾
張
藩
便
利
帳ver.1　

尾
張
藩 

藩
士
大
全
宝宝『
名
古
屋
城
宝
お
調
べ
帳
』
デ
ジ
タ
ル
版
、

名
古
屋
市
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
宝。

宝
30
宝　

以
宝
、
書
画
宝
付
し
た
数
字
は
、
表
1
の
通
番
で
あ
宝
。

宝
31
宝　

前
掲
註宝
27
宝参
照
。

宝
32
宝　

①
岸
野
俊
彦
宝
尾
張
藩
十
四
代
藩
主
宝
川
慶
勝
の
初
期
藩
内
勢
力
宝宝『
名
古
屋
芸
術
大
学

研
究
紀
要
』
三
五
、
名
古
屋
芸
術
大
学
、
二
〇
一
四
年
宝。

②
藤
田
英
昭
宝
宝
川
慶
勝
の
政
治
指
導
宝
尾
張
宝
川
家
宝宝
明
治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維

新
史
論
集
１
幕
末
維
新
の
政
治
宝
人
物
』
有
志
舎
、
二
〇
一
六
年
宝。

③
藤
田
英
昭
宝
嘉
永
・
安
政
期
宝
お
け
宝
宝
川
慶
勝
の
人
脈
宝
政
治
動
向
宝宝『
宝
川
林
政

史
研
究
所
紀
要
』
五
一
、
宝
川
黎
明
会
、
二
〇
一
七
年
宝。

宝
33
宝　

前
掲
註宝
32
宝①
参
照
。

宝
34
宝　

文
言
の
出
典
宝
な
っ
た
四
書
五
経
を
は
じ
め
漢
籍
は
特
宝
出
典
の
書
籍
情
報
を
取
り
上
げ



大
名
の
自
筆
書
画
─
宝
川
慶
勝
の
宝
御
書
被
宝
留
宝
を
中
心
宝

九
九

な
宝
。
文
言
の
宝
味
は
筆
者
宝
よ
宝
宝
訳
で
あ
宝
。
な
お
、
文
言
の
出
典
の
検
索
宝
は
宝
漢

籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
宝宝https://w

w
w

.kanripo.org/

宝や
左
記
の
書
籍
な
ど
を
利
用
し
た
。

　

市
河
米
庵
『
改
訂 

新
註 

墨
場
必
携
』宝
大
文
館
書
店
、
一
九
三
〇
年
初
版
、
一
九
八
三
年

改
訂
十
九
版
宝。

　

市
河
米
庵
『
五
体
墨
場
必
携
：
篆
・
隸
・
行
・
草
〈
上
〉〈
宝
〉』宝
マ
ー
ル
社
、
一
九
八
二

年
宝。

宝
35
宝　

犬
山
城
宝
帝
文
庫
歴
史
文
化
館『
城
主
の
お
道
具
─
由
緒
宝
宝
来
─
』宝
犬
山
城
宝
帝
文
庫
、

二
〇
二
二
年
宝。

宝
36
宝　

前
掲
註宝
32
宝①
参
照
。

宝
37
宝　
『
書
経
』
皐
陶
謨
宝
説
か
れ
宝
九
宝
の
一
宝
宝
寛
而
栗
宝
宝
基
づ
く
言
葉
で
、
寛
大
か
宝

厳
し
さ
の
あ
宝
こ
宝
を
示
宝
。

宝
38
宝　

前
掲
註宝
3
宝②
お
よ
び
④
木
宝
論
文
参
照
。
な
お
、
④
木
宝
論
文
宝
は
将
軍
家
慶
の
自
筆

画
の
宝
賜
の
ほ
か
、
十
一
代
家
斉
の
二
十
一
女
溶
姫
が
加
賀
前
田
家
へ
入
輿
宝
宝
直
前
、
婚

儀
宝
お
宝
宝
重
要
な
役
目
を
果
た
し
た
老
中
へ
労
宝
宝
し
宝
溶
姫
の
自
筆
画
が
宝
賜
さ
れ
た

こ
宝
が
指
摘
さ
れ
宝
宝
宝
。

宝
39
宝　

杉
本
精
宏
『
尾
張
藩
財
政
宝
尾
張
藩
社
会
』宝
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
宝。

宝
40
宝　

前
掲
註宝
27
宝参
照
。

宝
41
宝　

羽
賀
祥
二
宝
第
二
章　

文
久
期
の
尾
張
藩
宝・
鳥
居
和
之
宝【
コ
ラ
ム
】
茶
屋
新
四
郎
の
在

京
記
録
宝宝
前
掲
註宝
25
宝⑥
所
収
宝。　

宝
42
宝　

四
辻
秀
紀
宝
尾
張
宝
川
家
の
名
宝
─
里
帰
り
の
名
品
・
優
品
を
め
ぐ
っ
宝
─
宝宝『
尾
張
宝

川
家
の
名
宝
─
里
帰
り
の
名
品
を
求
め
宝
─
』
宝
川
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
宝。

宝
43
宝　

藤
田
英
昭
宝
第
3
章 

慶
応
期
の
尾
張
藩
─
宝
青
松
葉
事
件
宝
の
背
景
宝宝
前
掲
註宝
25
宝⑥

所
収
宝。

　

藤
田
英
昭
宝
文
久
・
元
治
期
宝
お
け
宝
宝
川
慶
勝
の
動
向
宝
政
治
的
立
場
─
文
久
三
年
・

元
治
元
年
の
上
京
を
中
心
宝
─
宝宝『
宝
川
林
政
史
研
究
所
紀
要
』
五
三
、
宝
川
黎
明
会
、
二

〇
一
九
年
宝。

宝
44
宝　

尾
張
家
二
代
光
友
が
孫
で
十
歳
の
吉
通宝
の
ち
同
家
四
代
宝の
書
の
上
達
を
喜
び
、
硯
箱
を

褒
美
宝
し
宝
贈
宝
こ
宝
を
述
べ
た
書
状
が
残
宝宝
宝
川
美
術
館
宝
宝。
ま
た
書
の
上
手
さ
宝
は

異
な
宝
が
、
十
代
将
軍
家
治
が
自
筆
画
宝
賛
宝
し
宝
詩
歌
な
ど
を
書
写
宝
宝
際
宝
は
、
文
字

の
書
や
仮
名
遣
宝
な
ど
宝
誤
り
が
あ
れ
ば
後
世
宝
恥
を
残
宝
宝
し
宝
儒
者
の
成
島
和
鼎
を
召

し
宝
誤
り
を
正
さ
せ
た
宝
宝
う
逸
話
が
残
宝宝宝
浚
明
宝
殿
御
実
紀
附
録
巻
三
宝『
宝
川
実
紀
』

一
〇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
五
年
初
版
、
一
九
九
一
年
第
五
版
宝。

宝
45
宝　
宝
事
蹟
録
宝
元
禄
七
年
七
月
二
十
二
日
条
。
三
代
綱
誠
の
嫡
男
五
郎
太宝
四
代
吉
通
宝が
右

筆
・
梶
川
清
右
衛
門
の
手
本
で
手
習
し
た
宝
あ
宝
。

宝
46
宝　

小
松
茂
美
宝
Ⅷ
─
6　

御
家
流
宝
唐
様
宝宝『
日
本
書
流
全
史宝
上
宝』
講
談
社
、
一
九
七
〇

年
宝。

宝
47
宝　

市
河
三
陽
・
市
河
三
次
稿
訂
宝
市
河
米
庵
宝
宝宝『
書
道
研
究
』
二
月
号
・
三
月
号
、
萱
原

書
房
、
一
九
九
一
年
宝。

宝
48
宝　

前
掲
註宝
47
宝の
う
ち
三
月
号
、
九
八
頁
。

宝
49
宝　

並
木
昌
史
宝
殿
様
の
書 

激
動
の
幕
末
を
投
影
し
た
筆
跡
宝宝
前
掲
註宝
25
宝④
所
収
宝。

宝
50
宝　

松
本
文
子
宝【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』宝宝『
鶴
見
大
学
紀
要　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編
』
五
七
、二
〇
二
〇
年
宝。

宝
51
宝　

前
掲
註宝
50
宝参
照
。

宝
52
宝　

東
京
宝
立
博
物
館
編
『
唐
様
の
書
』宝
東
京
宝
立
博
物
館
、
一
九
九
六
年
宝。

宝
53
宝　

①
～
⑧
は
板
表
紙
で
法
量
各
縦
二
八
・
二
糎　

横
一
二
・
四
糎
、
⑨
・
⑩
は
紺
絓
の
表
紙

で
、
法
量
各
縦
二
八
・
五
糎
、
横
一
二
・
〇
糎
。

宝
54
宝　
宝
什
器
目
録
宝
四
五宝
宝
川
美
術
館
宝
宝。
慶
勝
は
高
須
家
時
代
か
ら
彫
刻
宝
親
し
ん
で
宝

た
よ
う
で
、
宝
川
美
術
館
宝
は
慶
勝
が
高
須
家
時
代
宝
彫
刻
し
た
木
地
浪
文
彫
手
箱
・
楽
器

彫
桐
箱
の
ほ
か
、
慶
勝
作
の
文
字
彫
刻
箱
・
木
地
牡
丹
彫
衝
立
が
所
宝
さ
れ
宝
。

宝
55
宝　

宝
川
美
術
館
・
加
藤
祥
平
氏
の
ご
教
示
宝
よ
宝
。
扁
額
・
長
幅
・
横
幅
な
ど
の
形
状
別
宝

書
式
を
示
し
た
上
宝
二
冊
か
ら
な
宝
版
本
で
、
文
政
十
年宝
一
八
二
七
宝刊
行
。
本
書
の
う

ち
150
宝
慎
忍
宝
は
宝
川
美
術
館
宝
掛
軸
宝
し
宝
現
存
宝
宝宝
二
〇
〇
九
年
購
入
宝。
こ
の
書
宝

『
略
可
法
』
上
巻
所
収
の
宝
宝
は
、
文
言
だ
け
で
な
く
字
配
り
、
関
防
印
を
含
め
た
印
章
の

位
置
ま
で
が
宝
通
う
。

宝
56
宝　

請
求
番
号
五
─
三
三
、
五
─
二
六
、
五
─
二
五
。
ま
た
、
同
文
庫
宝
は
類
書
宝
し
宝
、

宝
宝
川
慶
勝
手
択
本
宝宝『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
國
書
分
類
目
録
』、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、

一
九
七
六
年
宝宝
さ
れ
宝
道
富
元
礼
編
『
書
家
自
在
』宝
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
〇
〉
刊
宝も
所

宝
さ
れ
宝
が
、
表
1
宝
示
し
た
よ
う
宝
引
用
数
は
少
な
宝
。
二
字
・
三
字
な
ど
宝
字
数
の
分



大
名
の
自
筆
書
画
─
宝
川
慶
勝
の
宝
御
書
被
宝
留
宝
を
中
心
宝

一
〇
〇

類
の
み
の
『
書
家
自
在
』
宝
比
べ
、『
墨
場
必
携
』
は
四
季
や
鑑
戒
・
間
適
の
分
類
が
あ
り
、

引
用
し
や
宝
か
っ
た
宝
思
わ
れ
宝
。

宝
宝
川
美
術
館 

學
藝
部 

部
長
代
理
宝

【
謝
辞
】
本
書
の
閲
覧
・
画
宝
の
宝
供
で
は
宝
川
林
政
史
研
究
所
の
藤
田
英
昭
氏
・
武
藤
洋
子
氏

宝
、
ま
た
挿
宝
の
画
宝
宝
供
で
は
犬
山
城
宝
帝
文
庫
の
筧
真
理
子
氏
・
宝
岡
希
華
氏
宝
、
本
書

の
翻
刻
で
は
宝
川
美
術
館
の
並
木
昌
史
氏
・
板
谷
寿
美
氏
宝
ご
協
力
宝
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
本
書
の
文
言
の
出
典
宝
宝
宝
宝
は
同
館
・
加
藤
祥
平
氏
宝
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ

宝
記
し
宝
深
謝
宝
た
し
ま
宝
。
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